
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論

　
　
　
　
　
管
理
通
貨
制
移
行
と
金
政
策
覚
書

伊
　
藤

正
　
直

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
一
月
に
主
要
資
本
主
義
国
の
な
か
で
最
も
遅
れ
て
金
解
禁
を
実
施
し
た
目
本
は
、
翌
三
一
年
二
一
月

に
は
早
く
も
金
輸
出
再
禁
止
・
金
見
換
停
止
に
追
い
こ
ま
れ
ガ
。
目
清
戦
争
賠
償
金
を
積
粁
に
、
金
為
替
本
位
制
的
傾
斜
を
色
濃
く
持

ち
つ
つ
一
九
世
紀
末
葉
に
確
立
し
た
わ
が
国
金
本
位
制
は
、
こ
の
金
輸
出
禁
止
・
金
兇
換
停
止
に
よ
っ
て
最
終
的
に
放
棄
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
金
輸
出
再
禁
止
後
日
本
資
本
主
義
は
急
速
に
恐
慌
脱
出
・
景
気
回
復
を
な
し
と
げ
て
い
く
が
、
こ
の
積
杵
と

な
っ
た
の
が
管
理
通
貨
制
を
基
礎
と
し
財
政
金
融
政
策
を
軸
と
す
る
ス
ペ
ソ
デ
ィ
ソ
グ
・
ポ
リ
シ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
ぼ
し
ぱ
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
輸
出
再
禁
止
後
、
為
替
相
場
は
直
ち
に
大
幅
な
低
下
を
と
げ
、
そ
の
後
資
本
逃
避

防
止
法
、
外
為
管
理
法
、
外
国
為
替
基
金
制
度
、
為
替
資
金
日
銀
集
中
措
置
等
の
為
替
管
理
・
貿
易
管
理
が
次
第
に
強
化
さ
れ
る
と

と
も
に
、
日
銀
保
証
準
備
発
行
限
度
の
大
幅
拡
張
、
目
銀
公
債
引
受
方
式
の
案
出
等
強
い
イ
ソ
フ
レ
．
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
通
貨

管
理
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
低
為
替
・
財
政
膨
張
に
よ
る
景
気
回
復
・
恐
慌
脱
出
が
は
か
ら
れ
、
そ
の
過
程
で
為
替
管
理
．
通
貨

　
　
　
目
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
（
六
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
（
六
四
六
）

管
理
が
段
階
的
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
前
目
本
資
本
主
義
に
お
い
て
、
管
理
通
貨
制
は
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
と
に
よ
っ
て
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
か
か
る
為
替
管
理
・
通
貨
管
理
と
な
ら
ん
で
一
種
の
金
管
理
と
も
い
う
べ
き
金

政
策
が
当
該
期
に
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
産
金
時
価
買
上
の
実
施
（
三
二
年
三
月
）
、
日
本
銀
行
金
買
入
法
施
行
（
三
四
年
四
月
）
、

金
準
備
評
価
法
制
定
．
金
資
金
特
別
会
計
設
置
（
三
七
年
八
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
管
理
通
貨
制
と
は
、
直
接
に
は
中
央
銀
行
の
通
貨

供
給
を
金
準
備
に
よ
る
束
縛
か
ら
解
き
放
ち
価
格
標
準
の
固
定
性
を
喪
失
せ
し
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
中
央
銀
行
の
通

貨
供
給
を
独
立
的
に
拡
大
し
う
る
こ
と
に
そ
の
本
質
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
よ
り
広
く
は
世
界
経
済
と
国
内
経
済
の
金

移
動
を
媒
介
と
す
る
連
関
を
金
見
換
停
止
と
い
う
ス
ク
リ
ー
ソ
に
よ
っ
て
問
接
化
し
、
国
内
均
衡
の
確
保
・
資
本
蓄
積
の
促
進
を
一

国
的
．
個
別
的
に
追
求
し
う
る
体
制
と
し
て
把
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
ケ
イ
ソ
ズ
の
言
葉
を
使
え
ば
「
金
の
貨
幣
的
資
格
を
失
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

し
め
る
こ
と
」
「
金
を
固
苦
し
い
国
内
的
標
準
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
や
め
る
」
こ
と
を
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
、
「
有
効
需
要
」
の

創
出
を
財
政
金
融
政
策
を
軸
に
図
っ
て
い
く
体
制
こ
そ
が
管
理
通
貨
制
に
他
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
金
の
持
っ
通
貨
面
で
の

意
義
１
１
金
準
備
と
通
貨
発
行
の
直
接
的
対
応
関
係
は
金
見
換
停
止
に
よ
っ
て
決
定
的
に
転
換
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
国
民
経
済
上
の

意
義
は
外
見
的
に
は
大
き
く
「
低
下
」
し
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
で
は
、
金
の
意
義
が
見
換
停
止
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
「
低

下
」
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
当
該
期
に
金
本
位
制
下
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
金
管
理
・
金
政
策
が
展
開
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

又
い
か
な
る
理
由
に
基
い
て
い
る
の
か
。
金
の
国
内
的
意
義
は
低
下
し
た
が
国
際
決
済
手
段
と
し
て
の
意
義
は
決
し
て
低
下
せ
ず
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
た
め
に
金
管
理
政
策
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
の
主
張
し
た
よ
う
に
金
の
国
内
価
格
標
準
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

機
能
を
喪
失
せ
し
め
る
た
め
に
こ
そ
金
管
理
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
或
い
は
、
金
価
格
上
昇
が
国
内
物
価
上
昇
・
好
況



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

を
も
た
ら
す
と
し
て
金
管
理
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
期
の
金
管
理
政
策
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
う
な
説
明

が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
当
該
期
の
金
政
策
・
金
管
理
が
、
何
を
契
機
に
い
か
た
る
必
要
性
か
ら
ど
の
よ
う
な
位
置
付
げ
を
も

っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
に
っ
い
て
は
、
今
目
な
お
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

検
討
の
た
め
に
は
、
当
該
期
の
金
が
有
し
て
い
た
国
内
的
機
能
と
対
外
的
機
能
を
そ
の
両
面
か
ら
相
互
に
関
連
さ
せ
て
把
握
す
る
こ

と
、
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
本
小
論
は
、
凡
そ
以
上
の
よ
う
な
間
題
関
心
か
ら
管
理
通
貨
制
移
行
期
に
お
け
る
わ
が
国
金
政
策
の
意
義
．
性
格
を
、
直
接
に
は

三
四
年
四
月
に
１
施
行
さ
れ
た
日
本
銀
行
金
買
入
法
を
対
象
と
し
て
検
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
検
討
を
進
め
る
う
え
で
予
め

次
の
二
点
を
分
析
視
角
と
し
て
設
定
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
は
・
国
際
金
本
位
制
崩
壊
の
一
環
と
し
て
わ
が
国
金
本
位
制
の
崩
壌
・
管
理
通
貨
制
へ
の
移
行
を
把
え
る
こ
と
で
あ
る
。
世

界
大
恐
慌
は
二
〇
年
代
に
再
建
さ
れ
た
多
角
的
決
済
機
構
と
多
角
的
貿
易
網
を
崩
壌
せ
し
め
、
そ
れ
ま
で
ま
が
り
な
り
に
も
保
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

て
い
た
世
界
経
済
の
統
一
性
を
「
解
体
」
に
追
い
こ
ん
だ
。
三
〇
年
代
前
半
の
世
界
的
な
金
本
位
制
の
崩
壊
、
管
理
通
貨
制
へ
の
移

行
は
か
か
る
世
界
恐
慌
の
一
帰
結
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
戦
前
日
本

資
本
主
義
の
再
生
産
Ｈ
蓄
積
構
造
に
お
け
る
対
外
的
規
定
性
の
強
さ
を
考
え
る
た
ら
ぼ
、
世
界
経
済
の
「
解
体
」
と
い
う
動
態
の
な

か
に
・
日
本
の
管
理
通
貨
制
移
行
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
よ
り
積
極
的
根
拠
を
も
っ
と
い
え
よ
う
（
例
え
ぼ
、
日
本
の
金
本
位
停
止
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

直
接
に
は
他
律
的
契
機
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
せ
よ
）
。

　
第
二
は
・
為
替
、
貿
易
等
と
の
関
連
を
重
視
し
て
金
政
策
・
金
管
理
間
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
わ
が

国
金
政
策
の
政
策
面
で
の
推
移
は
明
ら
か
に
国
際
収
支
状
態
の
変
化
を
節
目
に
し
て
お
り
、
金
政
策
の
国
内
的
転
換
も
こ
の
対
外
的

　
　
　
　
目
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
（
六
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
（
六
四
八
）

側
面
の
変
化
を
前
提
と
し
て
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
下
、
ま
ず
産
金
時
価
買
上
か
ら
日
銀
金
買
入
法
制
定
に
至
る
時
期
の
金
政
策
の
特
徴
を
検
討
し
、
次
い
で
日
銀
金
買
入
法
制
定

過
程
に
お
げ
る
政
策
意
図
、
制
定
の
客
観
的
根
拠
を
み
、
さ
ら
に
日
銀
金
買
入
法
の
具
体
的
機
能
と
そ
の
帰
結
を
み
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
か
か
る
検
討
を
通
し
て
わ
が
国
管
理
通
貨
制
の
特
質
把
握
の
た
め
の
手
掛
り
を
得
た
い
。
本
小
論
は
か
か
る
課
題
に
接
近

す
る
た
め
の
覚
書
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
例
え
ぱ
、
宮
本
憲
一
「
昭
和
恐
慌
と
財
政
政
策
」
（
『
講
座
目
本
資
本
主
義
発
達
史
論
』
皿
、
目
本
評
論
杜
、
　
一
九
六
八
年
）
、
長
幸
男

　
　
　
　
『
昭
和
恐
慌
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
、
林
健
久
他
著
『
講
座
帝
国
主
義
の
研
究
』
６
目
本
資
本
主
義
、
第
３
章
（
青
木
書
店
、
一

　
　
　
　
九
七
三
年
）
、
三
和
良
一
「
高
橋
財
政
期
の
経
済
政
策
」
（
東
大
杜
研
編
『
戦
時
目
本
経
済
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一
九
七
九
年
）
等
を

　
　
　
　
さ
し
あ
た
り
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
（
２
）
　
戦
前
目
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
管
理
通
貨
制
の
確
立
過
程
を
以
上
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
お
そ
ら
く
い
く
っ
か
の
批

　
　
　
　
判
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
　
「
高
橋
財
政
が
否
定
さ
れ
て
か
ら
後
の
歴
史
展
開
」
は
「
国
家
独
占
資
本
主
義
的
政
策
が
・

　
　
　
　
経
済
法
則
の
枠
内
で
は
力
能
の
限
界
に
達
し
た
時
に
」
登
場
す
る
目
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
暴
力
的
抑
圧
の
体
系
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う

　
　
　
　
理
解
（
前
掲
三
和
論
文
、
一
七
一
頁
）
、
或
い
は
戦
時
統
制
経
済
、
戦
時
国
独
資
を
本
来
の
国
独
資
と
は
離
れ
た
「
異
常
な
も
の
」
と
し
て

　
　
　
　
把
え
る
理
解
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
の
具
体
的
検
討
は
こ
こ
で
は
到
底
行
な
い
え
な
い
が
、
こ
の
見
解
は
第
二
次

　
　
　
　
大
戦
後
の
国
独
資
体
制
に
ひ
き
っ
げ
す
ぎ
て
当
該
期
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
「
戦
争
そ
の
も
の
が
単
な
る
偶
然

　
　
　
　
と
は
判
断
し
え
ず
、
戦
時
統
制
が
戦
争
に
際
し
一
国
に
と
っ
て
緊
急
不
可
欠
匁
措
置
と
し
て
必
然
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
『
異
常
』

　
　
　
　
な
戦
時
統
制
も
そ
れ
に
先
行
す
る
『
正
常
』
な
時
期
の
真
只
中
か
ら
不
可
避
に
生
み
出
さ
れ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
」
こ
と
（
原
朗
「
戦
時

　
　
　
　
経
済
統
制
の
一
考
察
」
三
二
二
頁
、
『
目
本
資
本
主
義
　
展
開
と
論
理
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
、
高
橋
財
政
期
の
景
気
回
復
・

　
　
　
　
恐
慌
脱
出
過
程
に
お
い
て
、
「
満
州
」
．
朝
鮮
等
の
植
民
地
市
場
、
軍
事
費
の
拡
大
が
民
問
設
備
投
資
の
拡
大
を
軸
と
し
っ
っ
も
な
お
不
可

　
　
　
欠
の
構
成
要
素
を
な
し
て
い
た
こ
と
等
を
考
え
る
な
ら
ぱ
、
国
独
資
体
系
の
限
界
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
蓄
積
体
系
が
生
ま
れ
た
と
す
る
把

　
　
　
握
、
正
常
た
国
独
資
か
ら
異
常
な
戦
時
国
独
資
へ
の
転
換
を
と
げ
た
と
す
る
把
握
に
は
与
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。



一
３
一
Ｒ
．
Ｈ
．
一
口
一
ド
一
ケ
イ
ソ
ズ
伝
一
一
塩
野
谷
九
十
九
訳
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
六
七
年
一
。

　
（
４
）
　
例
え
ぱ
、
三
宅
義
夫
『
金
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
八
四
～
七
頁
）
。

一
５
一
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
・
建
部
正
義
春
理
通
貨
制
度
と
現
代
・
一
新
評
論
、
一
九
八
・
年
一
雷
章
ケ
イ
ソ
ズ
の
「
管
理
通
貨

　
　
　
制
度
」
論
に
つ
い
て
、
を
参
照
。

一
６
二
九
三
四
年
の
ア
メ
リ
ヵ
金
準
備
法
は
明
穫
こ
う
し
た
意
図
定
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
馬
場
宏
一
ド
「
国

　
　
　
際
通
貨
問
題
一
一
一
講
座
帝
里
義
の
研
究
一
・
世
界
経
済
、
目
本
評
論
杜
、
一
九
七
五
年
、
一
五
八
頁
、
一
七
三
～
八
頁
一
を
参
照

　
　
一
７
一
Ｈ
．
Ｗ
．
ア
ー
ソ
ト
・
世
界
大
不
況
の
教
訓
一
一
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
八
年
一
、
前
掲
馬
場
論
文
。

一
８
一
金
本
位
停
止
の
直
接
の
契
警
・
イ
ギ
ー
ス
金
本
位
停
止
に
よ
る
投
機
的
短
資
流
出
の
激
化
と
、
同
じ
理
由
に
よ
る
外
貨
資
金
の
流
動

　
　
　
性
の
喪
失
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
の
金
Ｈ
正
貨
流
出
の
激
化
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
　
　
　
　
一
　
為
替
相
場
低
落
と
産
金
時
価
買
上

金
輸
出
再
禁
止
以
後
明
確
彩
で
金
政
策
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、
…
年
三
月
の
産
金
時
価
買
上
政
策
の
開
始
「
金
地
金
買

上
並
輸
出
手
続
一
の
制
定
に
お
い
て
で
あ
一
た
。
こ
の
産
金
時
価
買
上
政
策
の
開
始
に
つ
い
て
、
当
時
大
薯
は
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

そ
の
位
置
付
げ
を
述
べ
て
い
た
。

一
ガ
箒
箏
概
箏
、
手
消
湾
劣
災
顯
鱗
～
ぷ
泌
篶

　
二
於
テ
為
替
相
場
二
依
ル
時
価
ヲ
標
準
ト
シ
テ
買
上
相
成
度
旨
願
出
デ
タ
リ
。

一
∴
一
讐
賞
け
巧
張
箏
砧
詩
島
帥
ギ
離
師
ポ
ザ
試
諦
け
舞
い
い
鐵
讐
〕
輔
ギ
砧
師

目
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）

一
八
七
（
六
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
一
六
五
〇
一

　
　
　
上
グ
ル
コ
ト
能
一
ズ
一
目
本
銀
行
ガ
輸
出
ヲ
前
提
ト
シ
テ
買
上
グ
ル
一
－
一
間
題
外
－
ス
一
。
故
一
政
府
一
於
テ
其
ノ
海
外
払
一
充
ツ
ル
為
外

　
　
国
為
替
ヲ
一
順
入
レ
海
外
送
金
ヲ
為
ス
代
リ
ニ
国
庫
ノ
勘
定
一
テ
金
ヲ
買
上
ゲ
之
ヲ
海
外
一
一
現
送
シ
テ
其
海
外
支
払
一
充
当
ス
ル
一
ト
妥
当
ノ
方

　
　
法
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
レ
タ
リ
。
蓋
シ
政
府
一
当
時
一
ケ
月
平
均
七
百
万
円
程
度
ノ
海
外
払
ヲ
要
セ
シ
ガ
為
為
替
送
金
ノ
方
法
ヲ
採
リ
為
替
相
場
ノ

　
　
低
落
セ
ル
ダ
ケ
一
貨
幣
交
換
差
金
ヲ
歳
出
予
算
ヲ
以
テ
補
填
シ
居
レ
ー
。
然
ル
一
内
地
一
－
正
貨
ヲ
現
送
ス
ル
ー
キ
一
其
額
ダ
ケ
為
替
買
入
レ

　
　
　
ヲ
省
略
シ
得
ル
ヲ
以
テ
為
替
相
場
ノ
範
囲
内
二
於
テ
地
金
ヲ
買
上
グ
ル
一
於
テ
一
結
局
国
庫
ノ
負
担
ヲ
加
重
ス
ル
一
－
ナ
ク
シ
テ
産
金
ヲ
保
護

　
　
　
シ
得
ル
次
第
ナ
リ
。

ま
た
、
一
果
銀
行
沿
革
史
一
皐
や
ニ
ユ
ア
ソ
ス
を
異
に
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
箏
）

　
　
金
憎
再
禁
止
に
伴
う
外
国
為
替
相
場
の
暴
落
に
よ
つ
て
、
金
の
市
価
は
貨
幣
法
の
基
準
を
離
れ
て
騰
貴
走
た
め
・
産
金
業
者
か
ら
金
買
上

価
格
弓
上
げ
の
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
と
と
乏
金
地
金
の
海
外
逃
避
の
恐
れ
圭
じ
た
。
一
方
政
府
に
お
い
て
も
・
外
貨
債
の
利
払
そ
の
他
海
外

支
払
茎
の
現
送
に
よ
つ
て
決
済
す
る
こ
と
は
為
替
相
場
の
上
か
ら
も
財
政
上
か
ら
も
有
利
と
す
る
蕃
に
あ
一
ち
そ
こ
で
政
府
は
昭
和
七
年

一
ゴ
貼
雛
砧
片
討
、
一
↓
帥
膏
簑
一
一
膏
篶
一
讐
維
蜻
汽

改
訂
さ
れ
、
昭
和
九
年
四
月
の
目
本
銀
行
買
入
法
施
行
前
の
最
終
価
格
は
一
グ
一
フ
ム
ニ
円
六
去
銭
一
夏
九
円
九
十
三
銭
一
差
一
ち

以
上
の
記
述
に
よ
れ
ぼ
、
産
金
時
価
買
上
は
、
直
接
に
は
産
金
業
者
保
護
・
産
金
奨
励
と
政
府
財
政
負
担
の
軽
減
と
い
う
二
点
か

ら
意
義
づ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
為
替
相
場
下
落
に
よ
る
産
金
業
者
の
経
営
困
難
一
金
輸
出
禁
止
に
ょ
一
て

金
の
輸
出
が
不
可
能
と
な
り
金
市
場
が
狭
隆
化
し
た
こ
と
、
金
価
格
の
騰
貴
に
よ
一
て
公
定
買
上
価
格
と
の
乖
離
が
大
き
く
な
り
生
産
意
欲
が
減
退

し
た
こ
と
、
為
替
相
場
の
低
落
に
よ
り
金
生
産
費
が
上
昇
し
利
潤
率
が
低
下
し
た
こ
と
等
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
一
一
の
対
応
と
し
て
・
差
同

じ
く
為
替
相
場
の
下
落
に
よ
る
政
府
海
外
払
額
の
増
大
一
外
貨
蕃
券
、
外
貨
支
払
の
場
合
は
円
支
払
額
は
相
場
低
下
に
反
比
例
し
て
増
加
す

る
一
一
の
対
応
と
し
て
、
産
金
時
価
買
上
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
産
金
時
価
買
上
開
始
後
・
第
－
表
に
示
さ
れ
て



輸
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物
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０
　
　
　
０
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．
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数
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０

指
一

金
月

孤
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２
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国
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９

全
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女

　
厳
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耐
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０
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２
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
０

卸
売
物
仙
　
　
　
口
銚
券
発
行
一
＾

　
　
　
全
国
銚
行
預
金

１
５
・３９１１

４
・

９
３１１

３
．

９
３１１

２
一

９
３１

Ｏ０２

　
　
０

　
　
１
５

円
柵
場
の
低
落

００１

日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）

　
成

　
作

　
り

　
よ

　
号

　
５

　
第

貨
』

通
報

　
月
．
　
計

唯
破

価
鮭

物
附

卸
同

為
割

図
錺

・
靹

第
鋼

　
釧

　
嫡

　
１
〕

　
注

い
る
よ
う
に
、
三
二
年
中
に
は
三
万
七

千
堕
、
七
七
七
六
万
円
、
三
三
年
～
三

四
年
二
月
に
は
二
万
堕
、
五
一
〇
五
万

円
の
金
が
買
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
う
ち
の
七
三
六
二
万
円
、
二
〇
九
二

万
円
に
あ
た
る
金
が
海
外
に
現
送
さ
れ

た
。
ま
た
、
第
ユ
図
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
金
買
上
価
格
は
、
三
二
年
三
月

に
公
定
価
格
一
匁
五
円
か
ら
一
挙
に
四

五
劣
引
き
上
げ
ら
れ
そ
の
後
も
度
々
改

訂
さ
れ
た
。

　
こ
の
意
味
で
は
、
産
金
時
価
買
上
は

当
時
の
大
蔵
省
の
位
置
付
げ
に
沿
っ
て
、

い
わ
ぼ
直
接
的
要
請
に
応
え
る
も
の
と

し
て
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
該
期
に
お
げ
る
為
替
・
物

価
・
通
貨
の
動
向
を
射
程
に
入
れ
る
な

　
一
八
九
（
六
五
一
）



　
）
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円

額
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ｏ
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－

現
ｇ

並
¢

額上買金銀目府政表－第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）

額

２
２
２
５
０
０
０
１
３
７
５
３
４
６
３
８
５

（
Ｏ
Ｏ
リ

４
６
７
１
１

送

，
　
　
　
　
，

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，

Ｑ
Ｕ
０

５
４
７
６
７

金

７
２

１
２
１
２
４

４
３
４
２

１

現

量
７
３
０
０
０
６
９
９
２
８
２
６
４
１
　
　
９
８
２
５
８
５
９
１
０
９

，
　
　
　
　
，

Ｆ
Ｏ
ｏ
Ｏ

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，

数

３

７
２
５
７
０

０
８
９
４
１

１

額
２
４
９
９
８
３
０
２
８
９
花
０
５
比
０
８
９
１
〃
比
ｎ
３
９
９
０

上

金

工
竈
ユ
ｇ
覧

１
１
４
２
３
２
２

１
量

１
１
２
８
０
３
８
４
８
０

買

肌
５
９
鵬
鴉
仙
託
”
肪
岬
坐

数

・
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
，
　
　
，
脆
２
０
”
班
３
４
以
ｎ
９
９
肪
粥

１

醐
簑
簑
簑
鴛
虹

１

』
料
　
　
銀

資
　
　
日

史
融
　
　
ま

金
　
酬

本
　
肌
。

咄
　
１
９
分

　
　
～
計

＾
　
４
会

史
　
払
別

融
　
　
１
９
特

金
。
，
金

政
り
分
資
。

財
よ
入
金
む

の
他
買
は
含

後
の
府
４
１
も

以
そ
政
１
９
」

変
）
は
～
州

事
巻
３
８
満

／
７
４
．
７
一
「

月
２
３
３

満
第
１
９
１
９
は

「
，
～
　
，
先

銀
編
３
２
分
入

日
和
１
９
入
買

　
昭
　
　
買

１
　
　
　
　
２
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
（
六
五
二
）

ら
ば
、
産
金
時
価
買
上
の
持
つ
意
義
は
か
か
る
直
接
的
要
請
に
応
え

る
と
い
う
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
該

期
の
為
替
・
物
価
・
通
貨
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産

金
時
価
買
上
が
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
も

う
少
し
立
ち
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
周
知
の
如
く
金
輸
出
再
禁
止
以
降
わ
が
国
の
為
替
相
場
は
急
激
に

低
落
し
た
。
輸
出
入
物
価
指
数
と
の
対
応
を
み
る
た
め
に
逆
数
で
と

っ
て
あ
る
が
、
そ
の
低
落
が
い
か
に
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は
第

ユ
図
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
三
一
年
中
に
四
九
・
四
四
ド
ル
か

ら
三
四
．
五
〇
ド
ル
に
ま
で
低
下
し
た
対
米
為
替
相
場
は
、
三
二
年

五
月
に
は
三
ニ
ド
ル
、
七
月
二
七
ド
ル
、
一
〇
月
二
三
ド
ル
と
っ
る
べ
落
と
し
に
下
落
を
と
げ
同
年
末
に
は
遂
に
二
〇
ド
ル
を
割
る

ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
後
…
二
年
三
月
か
ら
三
四
年
は
じ
め
に
か
げ
て
為
替
相
場
は
逆
に
三
〇
ド
ル
台
に
ま
で
反
騰
し
三
四
年
以
降

は
ほ
ぼ
安
定
し
た
水
準
を
保
持
し
て
い
る
。
三
三
年
三
月
以
降
の
対
米
為
替
相
場
の
変
動
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
金
本
位
停
止
一
平

価
切
下
げ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
年
三
月
に
為
替
基
準
と
な
っ
た
日
英
相
場
は
同
じ
時
期
ほ
ぽ
安
定
し
て
い
る
の
で
、
三
三
年
春

以
降
わ
が
国
の
為
替
相
場
は
一
応
低
位
に
安
定
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
三
二
年
中
に
お
げ
る
急
激
な
為
替
低
落
、
三
三
年
以
降
の
為
替
相
場
の
低
位
安
定
の
原
因
は
何
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
上
海
事
変
、
　
「
満
州
国
」
建
国
、
団
琢
磨
・
井
上
準
之
助
の
暗
殺
、
五
・
一
五
事
件
と
い
っ
た
内
外
の
政
治
情
勢
一
杜
会
情
勢



が
為
替
市
場
を
不
安
定
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
経
済
的
フ
ア
ク
タ
ー
に
限
定
す
れ
ぼ
為
替
低
落
の
要
因
と
し
て
以
下

の
五
点
を
指
摘
し
う
る
。
¢
円
の
過
大
評
価
（
物
価
の
相
対
的
割
高
）
の
是
正
、
＠
上
海
．
大
連
市
場
、
内
地
市
場
に
お
げ
る
思
惑

的
．
驚
的
為
替
介
入
と
短
資
流
出
、
爵
税
改
正
等
に
よ
る
為
替
下
落
見
込
乏
基
く
輸
入
為
替
の
先
行
、
＠
満
州
事
件
費
、
時

局
匡
救
費
等
に
よ
る
財
政
膨
張
、
赤
字
公
債
の
発
行
に
よ
る
通
貨
膨
張
の
可
能
性
、
　
正
貨
．
外
貨
準
備
の
貧
困
。
三
二
年
中
の
為

替
低
落
は
・
こ
れ
ら
の
蓄
が
絡
み
あ
一
て
進
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
、
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
。
蒼
み
ら
れ
る
よ

う
に
購
買
力
平
価
の
均
衡
点
を
こ
え
て
円
為
替
の
低
落
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
貿
易
収
支
が
出
超
へ
大
幅
転
換
し
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
為
替
低
落
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
１
三
二
年
一
一
月
に
正
金
が
ド
ル
売
り
に
出
動
し
銀
行
問
為
替
取
引
内
容
速
報

命
令
が
出
さ
れ
る
ま
で
は
基
本
的
に
は
為
替
放
任
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
三
二
年
中
に
急
減
た
低
落
を
示
し
た
為
替
相
場
は
三
三
年
以
降
前
述
の
如
く
ほ
ぼ
安
定
す
る
に
至
る
が
、
そ
の
安
定
化

の
基
軸
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
外
為
管
理
法
制
定
（
三
三
年
三
月
公
布
、
五
月
施
行
）
で
あ
つ
た
。
外
為
管
理
法
制
定
は
、
直
接
に

は
資
本
逃
避
防
止
法
（
三
二
年
七
月
）
の
尻
ぬ
け
を
防
ぎ
長
短
資
金
移
動
を
法
制
面
か
ら
規
制
す
る
こ
と
に
ょ
り
為
替
相
場
の
低
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
定
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
重
要
な
の
は
同
法
が
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍
　
　
質
的
な
貿
易
管
理
・
貿
易
統
制
を
な
し
う
る
規
定
を
有
し
て
い
た
こ
と
で

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３

場
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
　
　
あ
る
。
法
制
定
時
点
で
は
「
今
日
の
時
期
は
尚
ほ
貿
易
管
理
等
に
出
ず
る

相
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

箭
　
　
　
　
　
　
醐
の
必
累
無
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
は
極
力
さ
げ
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
正
常
た
る
商
取
引
に
ー
付
い
て
は
能
ふ
限
り
自
由
主
義
を
維
持
致
し
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
（
４
）

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
ま
す
」
と
の
説
明
が
加
え
ら
れ
た
が
、
外
為
管
理
法
立
案
過
程
に
お
げ
る

　
　
　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
（
六
五
三
）

力
価

ぱ
６
・
竈
肪
。
・
１
・
夏
ｎ
鴛

買

苫
覧
♂
薫
ユ
簑

購
平

１
場目
｝
９
７
１
９
１
４
８
７
９
９
３
５
４
７
５
９
４
８
ｕ
６
３
７
５

木替

工
寛
弘
ユ
簑
２
．
２
。

為
、
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
０
ｕ
１
２

■

２３９１



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
（
六
五
四
）

大
蔵
省
内
部
の
見
解
は
、
為
替
相
場
の
維
持
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
輸
入
制
恨
即
ち
貿
易
管
理
に
ま
で
進
ま
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
（
５
）

も
の
で
あ
っ
た
。
外
為
管
理
法
が
、
以
上
の
如
き
法
制
的
資
金
管
理
と
し
て
、
し
か
も
貿
易
統
制
と
の
関
連
を
意
識
し
て
制
定
さ
れ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
根
本
的
原
因
は
円
が
国
際
通
貨
た
り
え
な
か
っ
た
こ
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
介
入
し
う
る
だ
け
の
外
貨
資
金

を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
－
１
そ
の
基
礎
と
し
て
の
先
進
帝
国
主
義
諸
国
に
比
し
て
の
生
産
力
的
低
位
性
　
　
に
求
め
ら
れ
る
◎

と
は
い
え
、
三
七
年
ま
で
は
、
外
為
管
理
法
に
お
げ
る
貿
易
統
制
機
能
は
直
接
に
は
発
動
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
応
の
為
替
の
低
位
安

定
が
保
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
如
き
為
替
の
推
移
に
対
し
、
物
価
．
通
貨
の
動
き
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
第
－
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
二
年
中

に
物
価
は
か
な
り
の
上
昇
を
み
せ
た
が
、
そ
の
な
か
セ
も
最
も
上
昇
率
の
高
い
輸
入
商
品
物
価
で
さ
え
も
為
替
の
低
落
率
を
か
な
り

下
回
っ
て
お
り
、
三
三
年
夏
以
降
に
な
っ
て
漸
く
為
替
相
場
の
低
落
率
を
こ
す
上
昇
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
ま
た
・
輸
出
物
価
・

国
内
物
価
の
上
昇
率
は
為
替
下
落
率
よ
り
も
は
る
か
に
低
く
三
三
年
以
降
三
六
年
初
頭
ま
で
は
ほ
ぽ
安
定
し
て
い
る
の
で
あ
ゑ
元

来
、
為
替
相
場
の
低
落
は
、
輸
入
物
価
の
上
昇
↓
国
内
物
価
の
上
昇
↓
労
賃
・
輸
出
物
価
の
上
昇
と
い
う
系
路
を
辿
っ
て
物
価
の
全

般
的
騰
貴
を
招
き
、
相
場
低
落
に
よ
る
輸
出
促
進
効
果
を
減
少
さ
せ
て
い
く
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
こ
う
し
た
物
価

と
為
替
の
対
応
関
係
は
明
確
に
は
検
出
し
え
ず
む
し
ろ
相
当
の
乖
離
さ
え
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
・
当
該

期
の
通
貨
の
動
向
で
あ
る
。
日
銀
券
発
行
残
高
も
預
金
通
貨
も
三
五
年
に
至
る
ま
で
は
そ
れ
程
の
増
加
を
み
せ
て
い
な
い
。
為
替
相

場
の
大
幅
な
低
落
が
一
方
で
存
在
し
、
他
方
保
証
準
備
発
行
限
度
の
大
幅
拡
張
、
目
銀
公
債
引
受
制
度
の
案
出
等
が
な
さ
れ
た
に
も

拘
ら
ず
通
貨
膨
張
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
該
期
に
お
げ
る
通
貨
管
理
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
成
功
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
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さ
て
、
で
は
こ
の
よ
う
な
為
替
・
物
価
・
通
貨
の
推
移
と
の
関
連
に
お
い

て
、
産
金
時
価
買
上
は
い
か
な
る
意
味
を
も
ち
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
産
金
時
価
買
上
は
為
替
相
場
の
急

速
な
低
落
の
進
行
過
程
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
実
施
後
も
為
替
相
場
の
低
落
は

と
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
海
外
払
を
為
替
送
金
に
よ
る
方
法
で

は
な
く
金
現
送
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
と
い
う
限
り
で
は
外
貨
資
金
需
要
を
緩

和
し
た
と
い
い
う
る
が
、
そ
の
為
替
対
策
と
し
て
の
意
義
は
そ
の
後
の
為
替

相
場
の
推
移
が
示
す
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
な
く
為
替
安
定
機
能
を
果
た
す
こ
と

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
問
接
的
作
用
で
あ
る
が
、
産
金
時
価
買
上
に
よ
る
金
現
送
が
、

公
的
機
関
及
び
外
為
銀
行
の
外
貨
資
金
を
増
加
さ
せ
金
・
外
貨
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
「
好
転
」
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
外
為
銀
行
の
外
貨
資
金
の
増

加
は
、
直
接
に
は
長
短
資
金
の
国
外
流
出
の
結
果
と
い
う
側
面
が
強
い
が

（
為
替
低
落
見
込
み
に
よ
る
短
資
流
出
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
期
の
為
替
低
落
に
１
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

り
本
邦
外
貨
債
流
通
市
価
が
暴
落
を
示
し
た
結
果
利
回
り
は
著
し
い
高
さ
に
の
ぽ
り
、

円
資
金
に
よ
る
本
邦
外
貨
債
の
購
入
は
相
当
額
に
の
ぼ
っ
た
）
、
金
現
送
が
為
替
対

策
と
し
て
の
意
義
は
持
ち
え
た
か
っ
た
に
せ
よ
そ
の
分
だ
げ
手
持
ち
の
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
（
六
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
（
六
五
六
）

ル
．
ポ
ソ
ド
資
金
の
減
少
を
緩
和
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
事
実
、
公
的
機
関
の
外
貨
資
金
即
ち
在
外
正
貨
は
前
年
に
比
べ
て
二

五
〇
〇
万
円
近
く
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
外
為
銀
行
の
外
貨
手
持
ち
高
も
三
二
年
、
三
三
年
に
は
急
激
な
増
加
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
（
第
２
町
後
掲
第
６
表
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
第
三
に
、
産
金
時
伍
買
上
は
「
価
格
標
準
の
固
定
性
の
喪
失
」
の
確
認
に
他
な
ら
ず
「
イ
ソ
フ
レ
政
策
の
事
前
の
確
認
」
を
意
味

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
価
格
標
準
の
固
定
性
を
制
度
的
に
保
証
し
て
い
る
の
は
、
金
の
鋳
造
鋳
潰
し
の
白
由
・
党
換

の
自
由
．
金
輸
出
入
の
自
由
で
あ
る
。
金
本
位
制
が
停
止
さ
れ
た
時
点
で
か
か
る
条
件
は
喪
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
価
格
標
準
の
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

定
性
は
そ
の
時
点
で
動
揺
す
る
こ
と
に
な
る
。
産
金
時
価
買
上
は
、
ま
さ
に
こ
の
固
定
性
の
喪
失
を
国
家
が
制
度
的
に
確
認
し
た
こ

と
に
な
る
。
尤
も
、
算
幣
法
第
二
条
は
何
ら
否
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
銀
券
発
行
は
正
貨
準
備
プ
ラ
ス
保
証
準
備
と
い
う
枠
を
は
め

ら
れ
て
お
り
、
一
匁
五
円
と
い
う
金
価
格
は
正
貨
準
備
発
行
に
厳
格
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
産
金
時
価
買
上
は
金
本
位

停
止
に
よ
っ
て
出
現
し
た
金
の
コ
一
重
価
格
」
を
公
認
し
「
二
重
価
格
」
の
存
在
を
固
定
化
し
た
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
い
わ
ば
過
渡
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
過
渡
的
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
の
如
く

貨
幣
法
が
日
銀
券
発
行
を
基
底
に
お
い
て
部
分
的
に
で
は
あ
れ
な
お
制
約
し
て
い
た
と
い
う
側
面
か
ら
だ
げ
で
は
な
く
、
産
金
時
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

買
上
後
も
平
価
切
下
に
よ
る
金
本
位
復
帰
（
価
格
標
準
の
固
定
性
の
回
復
）
と
い
う
主
張
が
か
な
り
広
汎
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら

も
裏
付
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
も
う
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
買
上
時
価
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
買
上
時
価
は
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

　
　
買
上
価
格
ハ
正
金
銀
行
対
米
電
信
売
為
替
相
場
二
法
定
平
価
ト
該
為
替
相
場
ト
ノ
差
額
ノ
十
分
ノ
一
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
標
準
ト
シ
テ
算
出
セ

　
ル
価
格
ヲ
以
テ
買
上
グ
。



　
す
な
わ
ち
、
産
金
時
価
買
上
に
よ
っ
て
買
上
金
価
格
（
買
上
開
始
以
降
に
お
け
る
金
の
市
場
価
格
）
は
為
替
相
場
の
変
動
に
追
随
し
そ

れ
に
照
応
し
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
為
替
相
場
が
金
価
格
を
規
定
し
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
逆
で
は
な
い
。
例
え
ぽ
、
三
二
年
三
月
か

ら
同
年
末
ま
で
買
上
価
格
は
急
速
に
上
昇
す
る
が
、
翌
年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
買
上
価
格
は
反
転
下
落
し
て
い
る
。
第
－
図
参
照
）
。
そ
し
て
、
こ

の
為
替
基
準
に
よ
る
産
金
時
価
買
上
は
、
買
上
以
前
の
三
二
年
一
月
～
三
月
一
匁
六
円
三
〇
銭
か
ら
六
円
七
〇
銭
の
問
で
動
い
て
い

た
市
中
金
相
場
１
－
金
市
場
価
格
を
一
挙
に
七
円
三
〇
銭
に
ー
ま
で
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
本
位
停
止
下
で
は
、
金
兇
換
が
停

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
故
に
不
換
紙
幣
は
独
自
の
紙
幣
流
通
法
則
を
貫
徹
し
、
そ
の
下
で
紙
幣
の
過
剰
発
行
、
過
剰
流
通
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
通
じ
て
価
格
標
準
の
切
下
げ
が
現
実
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
に
よ
る
金
買
上
価
格
（
市
場
価
格
）
の
引
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

は
そ
の
意
味
で
は
「
価
格
標
準
引
下
げ
の
事
前
の
確
認
」
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
産

金
時
価
買
上
に
よ
っ
て
貨
幣
法
は
全
く
有
名
無
実
化
し
た
訳
で
は
た
く
、
為
替
相
場
の
変
動
が
完
全
に
・
名
目
化
し
た
訳
で
も
な
い
。

従
っ
て
産
金
時
価
買
上
は
、
通
貨
膨
張
を
通
し
て
現
実
化
す
る
「
価
格
標
準
の
引
下
げ
」
を
促
進
す
る
一
っ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
過
渡
的
性
格
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
産
金
時
価
買
上
政
策
を
直
接
検
討
の
対
象
と
し
た
最
近
の
業
績
に
。
、
浅
田
政
広
「
わ
が
国
に
お
け
る
為
替
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
論
争
の

　
　
　
　
背
景
」
（
松
井
安
信
・
三
木
毅
編
著
『
信
用
と
外
国
為
替
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
八
年
）
、
同
「
満
州
事
変
以
後
の
為
替
相
場
と
物

　
　
　
　
価
」
（
北
大
『
経
済
学
研
究
』
第
２
４
巻
第
－
号
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
本
小
論
は
視
角
は
や
や
異
な
る
が
、
上
掲
浅
田
論
文
か
ら
い

　
　
　
　
く
つ
か
の
示
唆
を
う
け
た
。

　
　
（
２
）
　
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
「
政
府
金
買
上
制
度
概
要
」
　
（
大
蔵
省
『
議
会
参
考
書
』
議
６
５
１
２
１
、
『
日
本
銀
行
金
買
入
法
案
参
考
書
』
所

　
　
　
　
収
、
昭
和
九
年
三
月
）
に
ょ
る
。

　
　
（
３
）
　
目
本
銀
行
『
目
本
銀
行
沿
革
史
』
第
三
集
第
一
巻
、
五
一
頁
。

　
　
（
４
）
　
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
長
青
木
一
男
が
東
京
銀
行
集
会
所
に
お
い
て
一
九
三
三
年
四
月
二
八
目
行
な
っ
た
外
為
管
理
法
趣
旨
説
明
中
の

　
　
　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
（
六
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
一
九
六
（
六
五
八
）

　
　
菱
言
（
大
蔵
省
『
外
国
為
替
管
理
に
関
す
る
講
演
集
』
一
九
三
七
年
）
。

（
５
）
　
外
国
為
替
管
理
法
公
布
（
一
九
三
三
年
三
月
）
直
前
の
時
期
に
お
げ
る
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
文
書
（
「
外
国
為
替
管
理
二
関
ス
ル
件
」

　
　
「
為
替
管
理
二
就
テ
」
、
い
ず
れ
も
『
昭
和
財
政
史
資
料
』
１
－
８
８
所
収
）
は
次
の
よ
う
に
、
輸
入
管
理
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
金
本
位
離
脱
国
二
於
テ
為
替
ノ
低
落
ヲ
防
止
セ
ム
ト
セ
ハ
根
本
的
ニ
ハ
国
際
貸
借
ノ
改
善
ト
国
内
ノ
通
貨
統
制
ト
ニ
倹
ツ
ヘ
キ
コ
ト

　
　
　
勿
論
ナ
ル
カ
為
替
管
理
．
一
依
リ
強
制
的
二
此
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
ト
ス
ル
ニ
ハ
為
替
ノ
思
惑
殊
二
資
本
ノ
輸
出
ヲ
厳
二
取
締
ル
ト
共
二

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
輸
入
制
限
ニ
マ
テ
及
フ
コ
ト
必
要
ナ
ル
ヘ
シ
（
「
為
替
管
理
二
就
テ
」
よ
り
引
用
、
「
外
国
為
替
管
理
二
関
ス
ル
件
」
に
も
同
趣
旨
の
文

　
　
　
言
が
み
ら
れ
る
。
傍
点
引
用
者
）
。

（
６
）
　
例
え
ば
、
三
一
年
八
月
と
三
二
年
五
月
を
比
較
す
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
お
げ
る
本
邦
外
貨
債
相
場
は
以
下
の
よ
う
な
暴
落
を
示

　
　
し
て
い
る
。
五
分
半
利
米
貨
公
債
九
六
．
七
五
ド
ル
（
利
廻
五
・
七
二
劣
）
↓
五
〇
・
○
○
ド
ル
　
（
一
一
・
三
一
％
）
、
東
電
六
分
利
米

　
　
貨
杜
債
八
二
．
六
三
ド
ル
（
七
．
六
六
％
）
↓
三
六
・
五
〇
ド
ル
（
ニ
ハ
・
八
八
％
）
、
東
京
市
米
貨
公
債
九
五
ド
ル
（
五
・
八
四
％
）
↓

　
　
三
八
．
○
○
ド
ル
（
一
四
．
六
％
）
（
津
島
寿
一
「
我
国
の
国
際
貸
借
及
対
外
金
融
に
就
て
」
、
　
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
二
〇

　
　
巻
、
五
四
八
頁
に
よ
る
。
な
お
本
邦
外
貨
公
債
の
海
外
相
場
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
大
蔵
省
『
金
融
事
項
参
考
書
』
各
年
版
を
み
よ
）
・

（
７
）
　
目
銀
調
査
局
「
満
州
事
変
以
後
の
財
政
金
融
史
」
　
（
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
第
二
七
巻
、
三
三
頁
）
。

（
８
）
　
三
二
年
六
月
に
出
さ
れ
た
政
友
会
の
平
価
切
下
決
議
は
明
ら
か
に
そ
う
し
た
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
九
月
一
四
目
の
東

　
　
洋
経
済
座
談
会
（
「
円
の
前
途
と
対
策
座
談
会
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
三
二
年
九
月
二
四
日
号
）
に
お
げ
る
政
友
会
財
界
対
策
委
員
長

　
　
大
旦
童
ハ
の
発
言
は
そ
の
点
を
裏
付
げ
て
い
る
。

（
９
）
　
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
第
七
巻
、
七
二
六
頁
。

（
１
０
）
　
前
掲
浅
田
論
文
の
表
現
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
直
ち
に
、
産
金
地
価
買
上
以
前
の
為
替
相
場
の
変
動
は
「
思
惑
投
機
の
み
に
ょ
る
」
実

　
　
質
的
な
も
の
で
あ
り
、
時
価
買
上
以
後
は
「
価
格
標
準
の
切
下
」
に
規
定
さ
れ
た
名
目
的
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
は
明
ら
か
に
論

　
　
理
の
飛
躍
が
あ
り
、
事
実
認
識
の
過
度
の
単
純
化
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
根
底
的
に
は
、
戦
前
目
本
資
本
主
義
に
お
い
て
貿
易

　
　
収
支
入
超
が
構
造
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
長
短
外
資
の
流
入
が
補
填
す
る
こ
と
に
よ
り
国
際
収
支
の
均
衡
が
は
か
ら
れ
て
き
た
こ
と
、

　
　
一
九
二
〇
年
代
に
は
か
か
る
条
件
の
下
で
の
国
際
収
支
均
衡
が
は
か
ら
れ
つ
つ
も
国
内
均
衡
が
優
先
さ
れ
、
在
外
正
貨
の
払
下
に
ょ
っ
て

　
為
替
相
場
の
維
持
（
旧
平
貨
の
維
持
）
が
保
た
れ
た
こ
と
、
等
の
問
題
を
充
分
視
野
に
入
れ
次
か
っ
た
た
め
に
、
か
か
る
飛
躍
、
単
純
化



が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

二

目
銀
金
買
入
法
の
制
定

　
前
節
で
み
た
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
開
始
さ
れ
た
産
金
時
価
買
上
は
、
翌
三
三
年
に
入
る
と
早
く
も
そ
の
位
置
付
げ
を
変
化
さ
せ
、

金
政
策
と
し
て
の
適
合
性
を
次
第
に
失
な
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
産
金
買
上
額
は
前
年
に
比
し
て
半
減
し
、
金
の
現
送
も
三
二
年

に
は
ほ
と
ん
ど
毎
月
行
な
わ
れ
て
い
た
（
四
－
六
月
、
九
月
、
一
一
－
二
百
）
の
に
対
し
、
三
三
年
に
は
僅
か
ニ
カ
月
（
三
月
と
九
月
）

に
と
ど
ま
っ
た
（
第
３
表
）
。
買
上
額
及
び
現
送
額
が
こ
の
よ
う
に
低
下
し
た
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
為
替
の
低
位
安
定
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

必
要
を
減
ぜ
し
め
た
た
め
で
あ
る
と
か
、
貿
易
収
支
の
均
衡
化
が
そ
の
必
要
性
を
緩
和
し
た
た
め
で
あ
る
と
か
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
産
金
買
上
額
及
現
送
額
低
下
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
上
述
の
如
き
国
内
的
要
因
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
国
際

的
な
通
貨
体
制
の
動
揺
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
直
接
的
に
は
ア
メ
リ
ヵ
の
金
本
位
停
止
が
、
そ
し
て
よ
り
ひ
ろ
く
は
先
進
資
本
主
義
諸
国
間
の
為
替
切
下
競
争

表
剛

ｎ
ｕ
　
Ｏ

口
刀
　
Ｏ

月
１
０

額
：

送
０
匁

現
ｏ
ｏ

金
Ｑ

表３第

額

８
１
１
０
◎
８
７
（
ｏ

２

Ｆ
Ｄ
Ｏ

５

７

３
２
８
４
９
２

２

８
４

２

４

０
１
↓
４
’
ｏ
７
Ｅ
Ｊ

６

１
■
７
‘

９

５

，

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，

，

，

，

，

，

金

４
７
７
０
０
３

３

１
１
一
〇
）

Ｏ

４

２
１
上
１
１

７

１

２

９

１

１
１

，
量

２
９
４
８
３
’
ｏ

４

ｏ
４
０

３

８

４
７
‘
Ｑ
ｏ
４
５
ｏ
Ｊ

Ｏ

０
リ
一
」
り

４

４

５
９
７
Ｑ
リ
２
４

４

１
■
０

２

６

，
　
　
　
，
　
　
　
，

，

，

，

，

，

，

数

Ｑ
Ｕ
１
↓
１
↓
１
↓

９

１
■
１
■

２

１１

■

１
■

４
Ｅ
ｏ
（
ｏ
ｏ
）
１
２
一

計
ｏ
Ｏ
Ｏ
）

１
上
－
上

計

中

中

計

２

３

３

年

３

９

９

年

１

２

１

３

合

３

３

参
り

案
よ
　
　
　
，

法
）
　
　
向

入
２
ー
　
　
　
カ

買
ト
　
　
リ
。

金
６
　
　
　
メ
向

螂
芥

｝
会
輪
讐

省
礒
　
切
　
９

蔵
火
　
満
阻

大
書
成
未
１
９
弧

　
考
作
　
　
１
９

１
　
　
　
　
　
　
２
　
３

ｎ
口
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）

そ
の
調
整
と
し
て
の
ロ
ソ
ド
ソ
国
際
経
済
会
議
の
失
敗
が
産
金

時
価
買
上
と
金
玩
送
の
意
義
を
低
下
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
の
事
情
を
大
蔵
省
の
一
資
料
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
昭
和
八
年
四
月
米
国
ガ
金
本
位
ヲ
放
棄
シ
免
換
ヲ
停
止
シ
且
ツ
国

内
ニ
ハ
倫
敦
ノ
如
ク
金
地
金
自
由
市
場
モ
存
セ
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
買
上

ゲ
タ
ル
金
地
金
ヲ
従
来
ノ
如
ク
米
国
二
現
送
シ
平
価
ニ
テ
米
貨
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
（
六
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
九
八
（
六
六
〇
）

　
ヲ
調
達
ス
ル
時
ハ
地
金
ヲ
英
国
二
現
送
シ
倫
敦
金
地
金
市
場
二
於
テ
売
却
シ
テ
得
タ
ル
英
貨
代
リ
金
ヲ
米
国
二
送
金
シ
テ
米
貨
資
金
ヲ
調
達
ス
ル

　
場
合
に
比
シ
其
米
貨
資
金
手
取
額
ハ
逢
二
少
額
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
米
貨
ガ
金
価
値
ヲ
回
復
ス
ル
カ
又
ハ
米
国
二
金
地
金
自
由
市
場
ノ
開
設
セ
ラ
ル
ル

　
迄
ハ
米
国
ヘ
ノ
金
地
金
現
送
ハ
之
ヲ
中
止
ス
ル
ヲ
可
ト
認
メ
ラ
ル
ル
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
昭
和
八
年
四
月
以
降
米
国
ヘ
ノ
金
現
送
ヲ
中
止
セ
リ
。
然

　
ル
ニ
適
々
同
年
六
月
ヨ
リ
倫
敦
二
於
テ
開
催
中
ノ
国
際
経
済
会
議
二
於
テ
ハ
貨
幣
及
ビ
信
用
政
策
二
関
ス
ル
審
議
行
ハ
レ
ツ
ツ
ア
リ
…
…
当
時
為

　
替
相
場
ノ
激
変
ア
リ
シ
コ
ト
英
、
米
、
仏
間
二
於
ケ
ル
弗
貨
及
確
貨
安
定
二
関
ス
ル
協
議
進
捗
中
ナ
ル
コ
ト
等
ノ
事
態
二
鑑
ミ
米
国
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

　
其
他
ノ
国
ノ
為
替
相
場
モ
何
等
カ
為
替
安
定
二
関
ス
ル
協
定
ノ
成
立
ス
ル
迄
ハ
今
後
相
当
ノ
動
揺
無
キ
ヲ
保
シ
難
ク
従
ツ
テ
政
府
ノ
立
場
ノ
ミ
ョ

　
リ
ス
レ
バ
為
替
相
場
ヲ
標
準
ト
ス
ル
金
地
金
ノ
買
上
ハ
当
分
ノ
間
中
止
ス
ル
コ
ト
最
モ
穏
当
ナ
リ
ト
モ
考
ヘ
ラ
レ
タ
リ
。

　
以
上
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
我
国
産
金
時
価
買
上
・
海
外
現
送
を
困
難
と
し
た
の
は
、
国
際
金
本
位

制
の
崩
壊
過
程
の
進
行
と
国
際
問
為
替
調
整
１
１
国
際
決
済
機
構
再
建
の
難
航
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
も
、
産

金
時
価
買
上
を
中
止
す
る
こ
と
は
、
産
金
業
者
に
多
大
の
打
撃
を
与
え
政
府
が
押
し
す
す
め
て
き
た
産
金
奨
励
政
策
を
否
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
に
な
る
と
し
て
、
買
上
価
格
を
一
匁
八
円
八
十
八
銭
に
据
置
い
て
産
金
買
上
が
続
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
そ
こ
で
続
行
さ
れ
た
産
金
時
価
買
上
は
上
述
の
経
過
か
ら
も
推
し
は
か
れ
る
よ
う
に
か
な
り
の
限
界
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
に
買
上
時
価
が
当
時
の
国
際
的
金
価
格
よ
り
も
相
当
低
く
（
例
え
ぱ
、
三
三
年
二
月
中
旬
の
ロ
ソ
ド
ソ
金
塊

相
場
は
一
オ
ソ
ス
に
付
六
ポ
ソ
ド
八
シ
リ
ソ
グ
ニ
ベ
ソ
ス
、
円
換
算
一
匁
二
二
円
一
八
銭
で
、
買
上
価
格
八
円
八
八
銭
は
ロ
ソ
ド
ソ
金
価
格
の
六
七

％
に
す
ぎ
な
い
）
、
そ
の
た
め
に
国
内
産
金
の
密
輸
出
を
助
勢
し
た
。
第
二
に
前
述
の
如
き
国
際
的
な
為
替
動
揺
と
金
本
位
停
止
の
進

行
は
、
政
府
海
外
払
の
金
現
送
に
よ
る
決
済
の
有
利
性
と
安
定
性
を
失
た
わ
し
め
た
。
産
金
時
価
買
上
は
元
来
金
の
海
外
現
送
を
目

的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
故
に
、
こ
う
し
た
前
提
条
件
の
喪
失
は
産
金
買
上
そ
の
も
の
の
積
極
的
理
由
を
失
な
わ
し
め
る
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
て
、
三
二
年
三
月
に
産
金
時
価
買
上
と
い
う
形
で
開
始
さ
れ
た
我
国
金
政
策
は
次
第
に
転
換
を
要
請
さ
れ
、
三
四
年
四
月
に



は
目
銀
金
買
入
法
の
制
定
・
施
行
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

目
銀
金
買
入
法
は
全
体
で
僅
か
八
ヵ
条
か
ら
な
る
一
一
く
短
い
法
律
で
あ
る
。
ま
ず
、
同
蒙
い
か
な
る
内
容
を
有
し
て
い
た
ヵ
を

ご
く
簡
単
隻
て
お
こ
う
・
第
一
に
金
の
国
内
保
有
を
そ
の
目
的
規
定
と
し
て
い
る
一
第
一
条
一
。
第
二
に
買
入
主
体
は
政
府
で
は
な

く
目
銀
で
あ
り
・
買
入
金
は
正
貨
準
備
に
充
当
さ
れ
る
一
第
一
条
、
第
三
条
一
。
第
三
に
金
の
買
入
価
格
と
正
貨
準
備
充
当
価
格
と
の

差
は
・
政
府
が
借
入
金
証
書
を
星
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
彊
さ
れ
る
。
日
銀
は
こ
の
借
入
金
証
書
を
保
証
発
行
準
備
に
充
当

す
る
一
第
四
条
一
。
第
四
に
政
府
が
必
要
与
る
場
合
に
は
金
亀
庫
金
勘
定
に
移
管
し
う
る
一
第
五
条
一
。
第
五
に
正
貨
の
評
価
換
を

行
な
う
時
は
・
評
価
換
に
よ
る
利
益
畠
庫
が
こ
れ
を
収
得
す
る
一
第
六
条
一
。
第
六
に
こ
の
金
買
入
に
よ
つ
て
日
銀
は
直
接
に
は
利

益
も
損
失
も
蒙
ら
た
パ
（
第
七
条
、
第
八
条
）
。

以
上
が
・
日
銀
金
買
入
法
の
主
君
内
容
で
あ
る
。
産
金
時
価
買
上
が
金
の
海
外
現
送
を
前
提
｛
て
い
た
の
に
対
し
、
国
内
金

集
中
を
麦
告
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
買
入
主
体
が
政
府
か
旨
誓
変
化
し
た
こ
と
が
「
金
地
金
買
上
並
輸
掌
続
一
と
の
大

き
な
相
違
点
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
。
も
同
法
に
。
お
い
て
看
過
し
え
な
い
点
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

享
注
目
す
べ
き
は
・
買
入
金
が
正
貨
準
備
に
至
一
責
る
こ
と
、
し
か
も
買
入
価
格
と
正
貨
準
備
充
当
価
格
の
差
が
当
然
の
前

提
と
さ
れ
保
証
準
備
発
行
に
よ
っ
て
そ
の
奈
襲
さ
れ
る
メ
カ
一
ズ
ム
彩
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
換
一
一
冒

す
れ
ぼ
金
地
平
正
募
基
礎
と
し
て
星
券
を
発
写
る
場
合
、
実
質
的
に
は
一
匁
五
円
で
は
な
く
金
買
上
価
格
に
よ
つ
て
日
銀

券
発
行
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
買
入
正
貨
－
金
の
増
加
分
に
正
確
に
比
例
し
て
、
日
銀
券
が
買
入
価
格
分
だ

げ
増
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
字
通
り
一
匁
五
円
と
い
う
公
定
価
格
標
準
の
否
定
に
他
雀
た
い
。
産
金
時
価
買
上
に
お

い
て
確
認
さ
れ
た
金
の
「
二
重
価
格
一
は
、
こ
の
日
銀
金
買
入
法
に
お
い
て
公
定
価
格
標
準
の
基
準
点
の
喪
失
と
し
て
、
す
ぷ
ち
明

　
　
　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
（
六
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
（
六
六
二
）

ら
か
に
公
定
価
格
標
準
の
切
下
げ
と
し
て
法
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
金
買
入
法
の
制
定
こ
そ
が
、
事
実
上
の
価
格
標
準
の

公
的
強
力
に
よ
る
引
下
げ
を
公
的
価
格
標
準
を
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
同
法
が
平
価
切
下
げ
を
予
想
し
た
条
文
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
同
法
第
六
条
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
条
項
は
、
法
案
審
議
過
程
（
第
六
五
議
会
衆
議
院
三
件
委
員
会
）
で
も
間
題
に
さ
れ
た
が
、
客
観
的
に
は
金
買
入
法
制
定

に
よ
る
事
実
上
の
「
公
的
価
格
標
準
の
切
下
げ
」
の
事
後
的
確
認
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

目
銀
金
買
入
法
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
で
は
、
こ
の
金
買
入
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
一
た
直
接
的
契

機
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
産
金
時
価
買
上
が
金
政
策
と
し
て
の
適
合
性
を
次
第
に
欠
く
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は

既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
何
故
に
三
四
年
四
月
と
い
う
時
点
で
金
買
入
法
が
制
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
次
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
◎

前
讐
よ
う
に
日
銀
金
買
入
法
は
第
六
五
帝
国
議
会
に
提
案
さ
れ
た
が
、
蔵
相
高
橋
是
清
は
そ
の
提
案
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
…
最
誓
於
ケ
ル
国
際
経
済
ノ
情
勢
一
、
著
シ
ク
変
化
シ
マ
シ
タ
ノ
ー
ナ
ラ
ズ
、
我
ガ
屡
隻
一
顕
著
ナ
ル
改
善
ノ
跡
ヲ
示
シ
テ
居
リ
一
ス
・

　
サ
ウ
云
フ
実
情
二
鑑
、
、
、
マ
シ
テ
金
ハ
成
ル
ベ
ク
之
ヲ
国
内
二
保
有
シ
正
貨
準
備
ノ
充
実
ヲ
図
ル
コ
ト
ガ
適
当
ト
認
メ
ラ
レ
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ

　
マ
ス

ま
た
、
同
じ
第
六
五
議
会
の
衆
麓
三
件
責
会
一
一
一
四
年
三
月
二
一
日
、
第
二
回
委
員
会
一
で
、
大
蔵
省
理
財
局
長
津
島
寿
一
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

提
案
理
由
を
や
や
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
第
一
二
我
国
ノ
需
要
カ
ラ
申
シ
一
ス
ト
、
国
際
貸
借
ノ
状
況
ガ
其
後
大
分
改
善
サ
レ
…
ア
、
従
来
ノ
如
ク
内
地
ノ
産
金
ヲ
以
テ
海
外
ノ
麦



二
充
当
ス
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
必
要
、
並
二
為
替
市
場
ノ
全
体
状
況
カ
ラ
見
プ
シ
テ
モ
、
其
必
要
ハ
殆
ド
薄
ラ
ィ
デ
参
リ
マ
シ
タ
、
而
シ
テ
又
海
外

ノ
事
情
カ
ラ
申
シ
マ
ス
ト
、
御
承
知
ノ
如
ク
最
近
二
於
テ
ハ
、
各
国
ノ
将
来
ノ
通
貨
政
策
或
ハ
本
位
制
度
ノ
問
題
二
関
シ
テ
、
倫
敦
会
議
以
来
十

分
研
究
ヲ
尽
サ
レ
テ
居
リ
プ
ス
ル
ガ
、
兎
二
角
金
ヲ
吸
収
ス
ル
ト
云
フ
政
策
ハ
、
各
国
ト
モ
一
貫
シ
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ
ゴ
ザ
イ
ブ
シ
テ
、
我
国
二
於

テ
モ
将
来
ノ
金
本
位
制
度
ヲ
、
ド
ウ
ス
ル
カ
ト
云
フ
問
題
ハ
姑
ク
措
キ
マ
シ
テ
、
少
ク
ト
モ
内
地
ノ
産
金
ハ
之
ヲ
内
地
二
保
有
ス
ル
ト
云
フ
建
前

ヲ
執
ル
コ
ト
ガ
、
国
際
情
勢
カ
ラ
見
テ
モ
必
要
ニ
ナ
ッ
テ
参
ヅ
タ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

　
っ
ま
り
、
貿
易
・
国
際
収
支
の
改
善
と
い
う
一
国
的
条
件
と
主
要
国
の
金
集
中
政
策
の
展
開
と
い
う
国
際
的
条
件
が
金
買
入
法
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

提
出
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
具
体
的
内
容
に
っ
い
て
更
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
の
貿
易
・
国
際
収
支
の
改
善
に
っ
い
て
は
、
第
４
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
確
か
に
－
「
改
善
」
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ

描
ト
洲
　
瓦

蒲
　
　
濤

糾
（
ト
ト
一
舟
く
替
）

（
Ｈ
ｏ
Ｏ
ｄ
〕
）

滴
　
細

ヰ
ー
～
メ

繭
餅

謙
　
諦

痢
誉
踊
斗

商
畠
蛾
料

譲
　
吟

紛
　
篭
計
享
目
痔

芦
　
糾

清
　
料

弩
罫
鱗
撫
婁
量

清
糾

清
　
糾

芦
　
糾

貢
　
糾

貢
　
汁

贈
　
轡

遠
　
驚

◎

◎

＠

◎

◎

◎

◎

＠

＠

Ｈ
竃
○
山
Ｏ

＞
違
Ｎ
．
仁

Ｈ
０
０
Ｈ
．
り

Ｈ
畠
．
べ

岬
○
．
ｏ

＞
誉
．
べ

虞
」

＞
畠
ｐ
○

〉
一
富
」

Ｎ
０
ｏ
ｏ
』

＞
轟
．
ｃ
ｏ

ｍ
○
．
岬

＞
Ｈ
富
』

○
Ｏ
Ｏ
－
○
Ｏ
Ｈ

＞
Ｈ
雷
．
べ

Ｈ
０
０
ｐ
り

Ｈ
昌
．
仁

ト
○
．
ｏ

＞
○
ｏ
ド
Ｈ

＞
○
．
◎
。

＞
８
．
の

＞
。
。
嵩
」

〉
雪
．
ｏ

＞
き
ｏ
』

レ
ｃ
．
ｓ
．
ｏ

＞
ｏ
．
ｃ
ｏ
．
ｏ

ｏ
ｏ
～

〉
Ｈ
畠
．
べ

ｃ
ｏ
り
．
ｏ

Ｈ
８
』

昌
．
べ

＞
貨
．
ト

ｏ
ｏ
◎
．
○
ｏ

台
』

＞
ミ
り
．
ｍ

Ｈ
８
．
閉

＞
轟
．
ｏ
。

＞
Ｈ
Ｓ
』

ト
◎
卜
○

ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ

＞
竃
．
Ｈ

ｏ
ｏ
岬
．
ｏ

Ｈ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
岬

Ｈ
Ｈ
．
切

＞
ご
Ｈ
．
仁

胃
－
仰

お
．
仁

＞
Ｎ
轟
．
ｏ

８
．
ｏ
ｏ

＞
ｏ
．
Ｈ
』

＞
べ
．
べ

〉
違
．
Ｈ

○
ｏ
仁

＞
Ｈ
畠
．
べ

竃
．
べ

Ｈ
お
．
ｏ
ｏ

ト
Ｎ
』

レ
Ｈ
筥
』

べ
○
．
切

Ｈ
Ｏ
ｏ
－
蜆

＞
轟
仰
．
Ｈ

Ｎ
０
ｏ
卜
ｏ

Ｈ
Ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ

ｓ
」

＞
ｏ
．
Ｈ

○
ｏ
閉

お
１
り

Ｈ
畠
．
べ

Ｈ
０
ｏ
ｏ
ｏ
．
べ

塞
．
べ

＞
Ｈ
邊
』

富
．
ｏ

畠
ｏ
』

〉
ｍ
墨
．
仁

Ｎ
８
．
仰

＞
お
．
べ

＞
嵩
．
ｏ

＞
Ｈ
．
一

○
ｏ
ｏ

＞
。
。
ｏ
．
ｏ
ｏ

ト
ｏ
ｓ
．
杜

Ｈ
８
．
ｏ
◎

Ｈ
崖
．
○
ｏ

レ
崖
Ｈ
．
Ｈ

ｍ
Ｏ
』

８
ｐ
Ｏ
ｏ

＞
○
。
８
』

崖
ｐ
仁

８
』

Ｎ
０
ｏ
」

－
．
－

ｃ
ｏ
べ
－
偉

○
ｏ
Ｏ
ｏ
ド
ベ

＞
ｏ
ｏ
宕
．
ｏ
。

Ｈ
Ｏ
ｏ
．
ｏ

Ｈ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
．
ｏ
◎

＞
－
○
富
．
ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ

＞
ら
ト
Ｏ

＞
ピ
○
お
．
べ

ｏ
ｓ
．
閉

＞
割
Ｈ
』

＞
ｍ
ミ
』

〉
ト
ｏ

；
一
ｓ

§

Ｅ
鶏
・
Ｅ
材
『
蝿
晦
叶
囲
照
漬
料
』
や
０
Ｎ
Ｉ
竃
一
曽
甲
Ｎ
ミ
片
ｃ
寺
島
。

◎
十
◎
十
＠
皿
◎
一
＠
十
◎
十
◎
”
◎
一
Ｑ
…
◎
十
◎
。

騎
誉
康
材
漬
糾
戸
延
硝
畔
一
嚢
艶
餅
吟
け
。

日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）

二
〇
一
（
六
六
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）

）円万
ｏ
ｏＧ支収外場貿克収易貿ｕ易域地表５第

湖
資

７

１

２

２

４

３

５

Ｏ
Ｊ
　
（
０
　
Ｆ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
（
Ｏ
　
Ｆ
Ｏ
　
ｎ
６

劃
耐
投

１

２

３

２

４

５

（
支

国

２
　
３
　
４
４
　
ｏ
ｏ
　
ｏ
ｏ

三

１

８

４

収

第
５
６

５５
８

０
△
△
△

１

ー
口

１
１
一
　
９
］

合

△

△
△
２
０
５

ブ
ク

２
一
　
４
　
１
－
　
ｏ
ｏ
　
つ
、
ｕ

総
円
ツ

△
△
△

，

支

国

（
ｏ
　
Ｏ
　
ｏ
ｏ

三

０
２

８

収

０
１

第

２

９

９

３

外

仁
ｏ
Ｏ
　
（
・
Ｏ
　
Ｏ
Ｕ
　
　
１

易
口
．

△
△
４
６
２

４

６

４

ブ
ク

ｎ
６
　
（
０
　
０
リ

貿
円
ツ

△
△
△

国

７
　
５
　
５
　
４

９
３
　
７
‘

支

６
０
４
　
１
　
４
　
６
３

三

２

３

２

３

９

５

収

第

△
△
△
△
△
△
△

易

ー
口

ブ
ク

０
１
９
７
１
６
７
　
２
９
９
２
２
９

貿

１

１

１

２

３

５

円
ツ

２
３
４
５
６
７
８
３
３
３
３
３
３
３

９
１

栄共亜東大「朗
原
　
上

む
　
岐

鄭
・
湖

投
る
日

満
よ
「

対
に
ま

レ
剖
８
年

但
７
１
｛

」
第
３
６

４
　
』
　
　
，

叫
学
湖

』
史
日

緩
汀醜

堵

持
閉噴

議

鶉
〃

叢
力

山
剛
円

１
〕
　
　
刎

○
年
代
前
半
に
か
げ
て
の
わ
が
国
外
貨
資
金
の
増
減
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

金
が
減
少
し
た
こ
と
、
三
二
－
三
年
の
両
年
に
外
貨
資
金
の
増
加
が
み
ら
れ
、

み
と
り
う
る
。
こ
こ
で
問
題
と
た
る
の
は
三
二
－
三
年
で
あ
る
。

払
出
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
上
回
る
外
為
銀
行
の
外
貨
資
金
の
増
加
が
あ
っ
て
全
体
と
し
て
の
在
外
資
金
の
増
加
が
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
（
六
六
四
）

か
ら
直
ち
に
金
現
送
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
結
論
づ
げ
る
こ
と
は
出
来
た
い
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
国
際
収
支
を
円
ブ
ロ
ッ
ク
と
そ
れ
以
外
に
区
分
す
る
と
第
５
表
の

如
く
に
な
り
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
貿
易
収
支
は
、
三
三
年
以
降
三
六
年
ま
で
年
平

均
二
－
三
億
円
の
入
超
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
一
二
月
の
日
満

通
貨
リ
ソ
ク
以
前
は
一
応
「
満
州
」
は
外
貨
圏
で
あ
る
と
は
い
え
そ
の
貿
易
決
済
の
過

半
は
目
本
銀
行
券
、
朝
鮮
銀
行
券
な
い
し
は
円
貨
建
で
あ
り
、
投
資
資
金
に
至
っ
て
は

ほ
ぼ
全
額
が
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
満
州
国
」
建
国
以
後
は
対
海
貿
易
出
超
は
外
貨

を
獲
得
し
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
三
二
－
三
年
に
お
げ
る
貿
易
収

支
の
均
衡
化
が
金
現
送
の
必
要
性
を
失
わ
し
め
た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
三
四
年
に
入
る
と
金
現
送
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

更
に
目
銀
金
買
入
法
制
定
後
三
六
年
ま
で
ま
っ
た
く
金
現
送
が
途
絶
え
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
実
は
外
為
銀
行
に
お
け
る
外
貨
資
金
・
外

貨
買
持
の
増
大
で
あ
っ
た
。
第
６
表
は
大
蔵
省
調
査
に
よ
る
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
代
は
ほ
ぽ
一
貫
し
て
外
貨
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
年
以
降
は
再
び
減
少
に
向
っ
て
い
る
こ
と
を
読

　
　
　
　
　
　
　
同
表
か
ら
三
二
－
三
年
の
両
年
に
は
内
外
正
貨
（
１
１
金
地
金
）
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
第
三
国
貿
易
収
支
が
入
超
で
あ
る
に
も
拘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
　
ず
な
ぜ
外
為
銀
行
の
外
貨
資
金
が
増
加
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
外
為
銀
行
の
外

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
　
　
　
国
支
店
業
務
、
外
為
業
務
の
具
体
的
内
容
が
判
明
し
な
い
限
り
根
本
的
に
は
明
ら

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財

況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
　
　
　
か
と
な
ら
な
い
が
、
国
内
資
本
逃
避
に
よ
る
外
貨
預
金
の
増
大
（
外
為
管
理
法
以
前
）
、

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
　
　
国
際
短
資
移
動
に
１
よ
る
外
国
短
資
の
吸
収
、
貿
易
付
随
業
務
（
運
賃
．
保
険
収
入
）

増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

鮭
　
　
　
　
　
販
　
の
活
発
化
に
よ
る
外
貨
資
金
の
震
等
が
外
為
銀
行
の
外
貨
資
金
の
増
大
定
た

舳
　
　
　
　
　
謄
　
ら
し
た
と
推
定
し
う
る
。
「
金
現
送
を
不
必
要
一
と
す
る
条
件
は
、
実
は
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
　
　
　
こ
そ
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貿
易
収
支
の
改
善
、
国
際
収
支
の
均
衝
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
氏
　
　
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
金
現
送
を
不
必
要
と
す
る
条
件
を
っ
く
り
出
し
た
訳
で
は
な
い

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
作

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
り
　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
１
７
　
　
　
目
銀
金
買
入
法
制
定
の
直
接
の
契
機
は
、
従
っ
て
　
「
貿
易
．
国
際
収
支
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
」
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
各
国
の
金
集
中
政
策
の
展
開
、
よ
り
直
接

に
は
三
四
年
一
月
の
ア
メ
リ
カ
金
準
備
法
制
富
ピ
あ
一
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
金
準
備
法
制
定
は
、
三
三
年
八
月
の
財
務

省
国
内
産
金
購
入
命
令
、
同
年
一
〇
月
の
国
内
・
世
界
両
市
場
で
の
金
購
入
大
統
領
演
説
に
・
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
金
集
中
政
策
の

確
立
を
意
官
て
い
た
。
金
準
備
法
に
基
い
て
ア
メ
リ
カ
は
ド
ル
を
四
〇
・
九
四
琶
下
げ
一
ト
ロ
ィ
ォ
ソ
ス
三
五
ド
ル
の
金
固
定

価
格
を
設
定
す
る
と
と
乏
、
こ
の
固
定
価
格
で
無
制
限
に
金
を
買
入
れ
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
固
定
価
格
で
金
を
売
却
す
る

国
の
中
央
銀
行
に
対
し
て
の
み
同
価
格
で
金
を
売
却
す
る
と
い
う
体
制
を
創
出
し
た
。
っ
ま
り
、
金
準
備
法
は
、
価
格
標
準
の
強
制

　
　
　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
（
六
六
五
）

１
）
弓
△

６
６
５

２
１
９

８
３
７

２
４
８

８
２
６

３
４
９

４
１

３
，
５

２
５
０

８
０
７

３
８
１

（
減

１
↓
」

１
△

３
△

１

差
増

△

△

△

△

△ １
△

１
外
減碓

増
９
．
２
９

３
５
６

８
６
７

１
４
２

３
１
！

６
０
８

０
９
２

７
２
８

８
２
０

７
９
４

欝 １

１

２

１

２

！

△

△

△

△

△

△

＾

貨
減

Ｏ
．
３
一

２
８
２

３
１
４

１
Ｆ
ｏ
８

１
９
９

４
６
５

Ｆ
ｏ
４
５

６
Ｆ
ｏ
８

０
８
６

８
８

外
、

８
，
２
，

８
，
４

外

１
上
一

１

在
増

△
一

△

△

△

△

△

△

△

△

、船
７
，
Ｏ

５
９
９

３
４

７
４
５

０
５
７

５
９
１

９
５
０

９
１
９

Ｏ

Ｏ

８
一
，
１

４

貨
送

正
現

３

２

　
、
●
　
ノ

△

△

△ ３
△

１
△

△

金
又
１

６
２
９

７
２

８
２

９
２

０
３

１
３

２
３

３
３

４
３

Ｅ
Ｕ
３

１
．
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二
〇
四
（
六
六
六
）

　
）
　
算

　
換

　
で

　
ル

　
ド

　
７
　
６

　
肌

高
＝

有
ス

保
ソ

金
オ

行
い

銀
但

央
中
ル

は
ド

た
金

ま
０
万

府
１
０

政
（

国要主表７第

一
ツ

８

４

２

８

２

７

２

３

９

５

９

１

ノ

兀
イ

５

２

１

、

ド

〃
１

・
本

２

４

２

２

２

７

１

３

１

１

１

４

２

２

２

２

２

２

目

１

■

ダ

１

７
Ｅ
ｏ

１

１

８

ソ

７

５

１

１

７

３

１

３

４

３

３

３

ラオ

’
□

９

６

７

８

３

Ｏ

■

リ

７

９

Ｏ

６

７

４

２

２

３

３

３

３

１

タイ

１
－

１

４

１

４

Ｏ

ギ

９

９

５

６

７

８

６

１

３

３

レ

３

３

３

ノ
べ

’
ス

８

２

７

１

６

６

３

５

７

５

８

１

イ

１

４

４

３

３

３

ス

１
ス

８

８

３

５

８

３

リ

１

８

８

２

２

７

３

５

５

９

９

ギ

９

イ

１
ス

０

９

４

３

２

５

ソ

Ｏ

９

５

１

２

１

１

６

２

２

Ｏ

１

ラ

，

，

，

，

，

２

２

，

３

３

３

３

フカ

５

１

５

１

２

０

リ

２

５

４

０

１

２

０

４

Ｏ

０

０

６

メ

，

，

，

，

，

４

４

，

４

４

４

４

ア

’
２

２

２

７

２

６

１

１

１

－

１

０

１

２

３

４

３

３

３

３

３

９１

０１
用

蝸
よ

３
）ユ

０
．

ユ

４
．

３０
四

』報新済経洋東『１

的
引
下
を
行
う
こ
と
に
よ
り
国
内
景
気
回
復
を
図
る
と
い
う
意
図
と
、
無
制
限
に
固
定
価
格

金
買
入
を
行
う
こ
と
に
ょ
っ
て
ド
ル
相
場
を
引
下
げ
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
為

替
平
衡
勘
定
を
牽
制
し
ド
ル
を
基
軸
通
貨
化
す
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
出
来
る
。

　
か
か
る
金
集
中
政
策
が
採
用
さ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
げ
で
は
た
か
っ
た
。
主
観
的
意
図

や
客
観
的
条
件
は
異
な
る
と
は
い
え
、
第
７
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
主
要
資
本
主
義
国
の
中

央
銀
行
金
保
有
額
は
い
ず
れ
も
か
な
り
の
増
大
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
金
集
中
政
策

を
決
定
的
な
形
で
提
示
し
た
の
が
金
準
備
法
制
定
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
三
年
夏
以
降
、
次

第
に
適
合
性
を
欠
く
に
至
っ
た
「
産
金
時
価
買
上
」
と
い
う
形
態
で
の
金
政
策
を
、
日
銀
金

買
入
法
に
転
換
せ
し
め
た
決
定
的
契
機
が
ア
メ
リ
カ
金
準
備
法
制
定
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ

ら
に
次
の
諸
点
か
ら
も
確
認
し
う
る
。

　
第
一
に
、
少
な
く
と
も
三
三
年
一
一
月
の
時
点
で
は
未
だ
産
金
時
価
買
上
を
廃
止
す
る
方

向
は
打
ち
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
買
上
価
格
を
ロ
ソ
ド
ン
金
市
場
、
日
英
為
替
基
準
と
す
る

と
い
う
修
正
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
注
（
３
）
を
参
照
）
。
第
二
に
、
大
蔵
省
内
部
で
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

銀
金
買
入
法
の
原
型
が
は
じ
め
て
打
ち
出
さ
れ
る
の
が
、
三
四
年
一
月
末
目
頃
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
時
点
で
も
な
お
目
銀
に
金
の
買
入
を
行
な
わ
し
む
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
が
並

記
さ
れ
て
お
り
、
金
買
入
法
に
鋸
定
さ
れ
た
政
府
借
入
金
証
書
交
付
移
式
に
よ
る
差
額
補
填



案
は
案
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
府
損
失
補
償
案
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
金
買
入
価
格
の
決
定
方
式
は
翌
二
月
末
日
に
な
っ
て
漸
く
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

準
が
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
金
の
国
内
保
有
、
金
集
中
を
目
的
規
定
と
し
た
日
銀
金
買
入
法
は
、
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
３
～

か
に
各
国
の
金
集
中
政
策
、
直
接
に
は
ア
メ
リ
カ
金
準
備
法
制
定
へ
の
対
応
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
よ
う

　
以
上
、
目
銀
金
買
入
法
の
法
制
上
の
内
容
、
産
金
時
価
買
上
と
の
異
同
、
金
買
入
法
制
定
の
直
接
的
契
機
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
き
た
。
既
に
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
最
後
に
項
を
改
め
て
ご
く
簡
単
に
目
銀
金
買
入
法
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
、
そ

し
て
そ
れ
が
三
七
年
の
金
準
備
法
、
金
資
金
特
別
会
計
の
設
置
に
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
を
検
討
し
結
び
に
か
え

る
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
前
掲
「
満
州
事
変
以
後
の
財
政
金
融
史
」
（
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
二
七
巻
、
六
五
頁
）
。

　
前
掲
大
蔵
省
「
政
府
金
買
上
制
度
概
要
」
。

　
産
金
買
上
価
格
は
三
三
年
六
月
か
ら
同
年
一
一
月
ま
で
は
上
述
の
価
格
に
据
置
か
れ
た
が
、
同
年
一
一
月
に
「
倫
敦
金
塊
相
場
二
依
リ

修
正
セ
ル
目
英
為
替
平
価
ト
、
大
蔵
省
ノ
認
ム
ル
対
英
電
信
相
場
二
前
記
ノ
修
正
セ
ル
為
替
平
価
ト
該
対
英
電
信
売
為
替
相
場
ト
ノ
差
ノ

十
分
ノ
ニ
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
ノ
比
タ
ル
係
数
ヲ
使
用
ツ
算
出
ス
ル
コ
ト
」
に
修
正
さ
れ
た
（
同
右
資
料
に
よ
る
）
。

　
法
律
全
文
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
条

　
得

第
二
条

第
三
条

第
四
条

政
府
ハ
金
ヲ
国
内
二
保
有
ス
ル
為
大
蔵
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
目
本
銀
行
ヲ
シ
テ
金
ヲ
買
入
レ
之
ヲ
保
有
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ

目
本
銀
行
ハ
本
法
二
依
リ
買
入
ル
ル
金
ノ
買
入
価
格
二
付
大
蔵
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

本
法
二
依
リ
買
入
レ
タ
ル
金
ハ
之
ヲ
免
換
銀
行
券
ノ
引
換
準
備
二
充
ツ
ベ
シ

政
府
ハ
本
法
二
依
リ
日
本
銀
行
ガ
買
入
レ
タ
ル
金
ノ
買
入
価
額
ト
其
金
ヲ
純
金
ノ
量
目
七
百
五
十
、
、
、
リ
グ
ラ
ム
ニ
付
一
円
ノ
割

　
合
ヲ
以
テ
評
価
シ
タ
ル
金
額
ト
ノ
差
額
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
補
填
ス
ル
為
同
行
二
対
シ
テ
同
額
ノ
債
務
ヲ
負
担
シ
借
入
金
証
書
ヲ
交
付

　
ス
前
項
ノ
債
務
ハ
無
利
子
ト
シ
一
億
円
ヲ
限
度
ト
ス

日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
（
六
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
（
六
六
八
）

　
　
第
五
条
　
政
麻
ハ
海
外
払
其
ノ
他
特
別
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
目
本
銀
行
二
対
シ
本
法
二
依
リ
買
入
レ
タ
ル
金
ヲ
其
買
入
価
格
ヲ

　
　
　
以
テ
同
行
二
於
ケ
ル
国
庫
金
ノ
勘
定
二
移
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
前
項
ノ
場
合
二
於
テ
日
本
銀
行
ハ
国
庫
金
ノ
勘
定
二
移

　
　
　
シ
タ
ル
金
二
付
其
買
入
価
額
ト
純
金
ノ
量
目
七
百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
ニ
付
一
円
ノ
割
合
ヲ
以
テ
評
価
シ
タ
ル
金
額
ト
ノ
差
額
二
相
当
ス

　
　
　
ル
金
額
ヲ
大
蔵
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
政
府
二
納
付
ス
ベ
シ

　
　
第
六
条
　
目
本
銀
行
ハ
本
法
二
依
リ
買
入
レ
保
有
ス
ル
金
二
付
利
益
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
利
益
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
大
蔵
大
臣
ノ
定
ム

　
　
　
ル
所
二
依
リ
政
府
二
納
付
ス
ベ
シ

　
　
第
七
条
　
第
四
条
一
項
ノ
政
府
ノ
債
務
ハ
第
五
条
第
二
項
及
前
条
ノ
納
付
金
ノ
納
付
ノ
ト
キ
之
ヲ
償
還
ス

　
　
第
八
条
　
政
府
ハ
日
本
銀
行
二
対
シ
同
行
ガ
本
法
二
依
ル
金
ノ
買
入
ノ
為
二
発
行
ス
ル
ヲ
要
シ
タ
ル
免
換
銀
行
券
ノ
発
行
額
二
対
シ
納
付

　
　
　
シ
タ
ル
発
行
税
額
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
大
蔵
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
交
付
ス

　
　
附
　
則
　
本
法
ハ
公
布
ノ
目
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
　
本
法
施
行
ノ
際
現
二
目
本
銀
行
二
於
ケ
ル
国
庫
金
ノ
勘
定
二
属
ス
ル
金
ヲ
政
府
ガ
同
行

　
　
　
二
移
ス
場
合
二
於
テ
ハ
同
行
ノ
受
入
ル
ル
金
ハ
之
ヲ
本
法
二
依
リ
買
入
ル
ル
モ
ノ
ト
看
傲
ス

（
５
）
　
金
買
上
価
格
は
、
議
会
で
の
答
弁
に
・
よ
れ
ば
、
産
金
奨
励
と
政
府
財
政
負
担
と
の
バ
ラ
ソ
ス
を
考
慮
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
金
塊
相
場
、
日
英

　
　
為
替
相
場
を
基
準
と
し
て
定
め
る
と
さ
れ
た
（
三
四
年
三
月
一
七
目
、
第
六
五
議
会
衆
院
三
件
委
員
会
、
　
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、

　
　
第
一
五
巻
、
六
七
八
頁
）
。
実
際
に
は
金
買
入
価
格
は
三
四
年
四
月
に
は
一
匁
二
円
六
銭
と
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
三
五
年
一
月
一
一
円

　
　
五
八
銭
、
三
六
年
五
月
二
二
円
九
銭
、
三
七
年
五
月
一
四
円
二
二
銭
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

（
６
）
（
７
）
　
前
掲
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
一
五
巻
、
六
四
六
頁
、
六
六
三
頁
。

（
８
）
　
な
お
、
当
該
期
の
貿
易
構
造
、
国
際
収
支
構
造
の
あ
り
方
、
よ
り
広
く
は
当
該
期
の
対
外
経
済
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
は
別
稿
を
用
意

　
　
し
て
い
る
（
こ
の
概
要
に
関
し
て
は
、
一
九
八
○
年
度
杜
会
経
済
史
学
会
共
通
論
題
に
お
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
）
。

（
９
）
　
金
準
備
法
に
っ
き
詳
し
く
は
、
加
藤
栄
一
「
ニ
ュ
ー
・
デ
イ
ー
ル
の
金
政
策
」
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究
』
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
　
一
九
六
八
年
）
を
参
照
。

（
１
０
）
　
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
「
金
ノ
国
内
保
有
ノ
為
日
本
銀
行
ヲ
シ
テ
金
ヲ
買
入
レ
シ
メ
政
府
二
於
テ
其
損
失
ヲ
補
償
ス
ル
制
度
ノ
可
否
」

　
　
（
一
九
三
四
年
一
月
二
九
目
）
同
文
書
は
、
「
金
ヲ
国
内
二
保
有
ス
ル
制
度
ト
シ
テ
ハ
政
府
二
於
テ
金
ヲ
買
入
レ
法
定
平
価
ヲ
以
テ
買
戻

　
　
条
件
付
ニ
テ
目
銀
二
売
却
シ
保
有
セ
シ
ム
ル
制
度
ノ
外
二
目
本
銀
行
ヲ
シ
テ
金
ヲ
買
入
レ
シ
メ
政
府
二
其
買
入
レ
ニ
ョ
リ
生
ズ
ル
損
失
ヲ



　
補
償
ス
ル
ノ
制
度
ヲ
考
慮
ス
ベ
シ
」
と
し
て
、
こ
の
目
銀
金
買
入
制
度
の
要
綱
を
述
べ
、
そ
の
上
で
目
銀
金
買
入
制
度
の
可
否
を
検
討
し

　
　
て
い
る
。
買
入
制
度
要
綱
は
ほ
ぼ
日
銀
金
買
入
法
と
同
様
で
あ
る
が
、
正
貨
充
当
価
格
の
差
を
、
政
府
が
損
失
補
償
す
る
点
が
異
な
っ
て

　
　
い
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
正
貨
充
実
を
目
的
と
す
る
の
だ
か
ら
目
銀
が
行
た
う
の
が
順
当
で
あ
る
こ
と
、
特
別
会

　
　
計
を
設
け
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
メ
リ
ヅ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
平
価
切
下
に
，
関
す
る
明
確
た
規
定
た
く
目
銀
が
法
定
平
価
以
上
の
価
格

　
　
で
金
売
買
を
行
な
い
う
る
か
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
、
中
央
銀
行
の
信
用
を
傷
付
け
る
こ
と
、
平
価
切
下
を
暗
示
す
る
こ
と
、
政
府
の
損
失

　
　
補
償
が
あ
る
ま
で
何
の
準
備
も
な
く
免
換
銀
行
券
を
発
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
等
が
デ
イ
メ
リ
ツ
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
ｕ
）
　
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
「
国
内
産
金
ノ
買
入
価
格
ノ
決
定
方
法
二
関
ス
ル
件
」
　
（
三
四
年
二
月
二
七
目
）
で
は
「
日
本
銀
行
二
於
ケ
ル

　
　
国
内
産
金
ノ
買
入
価
格
ハ
…
・
－
世
界
的
時
価
ヨ
リ
一
割
又
ハ
一
割
五
分
低
位
二
（
或
ハ
世
界
的
時
価
ノ
七
割
五
分
乃
至
九
割
五
分
ノ
範
囲

　
　
二
於
テ
適
宜
）
之
ヲ
決
定
ス
ル
ヲ
適
当
ト
認
ム
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
１
２
）
　
勿
論
、
目
銀
金
買
入
法
以
前
に
、
金
の
国
内
保
有
、
金
集
中
が
一
般
的
に
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
ま

　
　
っ
た
く
な
い
。
金
国
内
保
有
の
主
張
は
、
例
え
ぱ
前
掲
の
東
洋
経
済
新
報
座
談
会
（
三
二
年
九
月
一
四
日
、
前
節
注
（
８
）
参
照
）
で
既
に

　
　
何
人
か
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
制
度
と
し
て
現
実
化
す
る
の
は
い
っ
か
、
何
を
契
機
と
し
て
い
る

　
　
の
か
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
３
）
　
高
橋
是
清
は
、
目
銀
金
買
入
法
提
案
の
真
の
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
　
「
理
想
ト
シ
テ
ハ
、

　
　
早
ク
世
界
中
皆
金
本
位
二
復
帰
シ
テ
、
為
替
相
場
ガ
安
定
シ
テ
、
サ
ウ
ツ
テ
互
二
此
貿
易
、
有
無
相
通
ズ
ル
途
ノ
自
由
二
開
ケ
ル
コ
ト
ヲ

　
　
望
ム
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
我
国
ノ
従
来
執
ツ
テ
来
タ
所
ノ
政
策
ノ
方
針
デ
ァ
ル
、
早
ク
世
界
ガ
サ
ウ
ナ
ヅ
テ
呉
レ
、
バ
宜
シ
イ
ト
思
フ
ガ
、

　
　
自
ラ
指
導
者
ト
ナ
ッ
テ
之
ヲ
導
ク
位
置
ニ
ハ
、
目
本
ハ
マ
ダ
立
ツ
テ
居
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
：
…
・
今
我
国
ト
シ
テ
ハ
、
為
替
相
場
ガ
下
ル
カ
ラ
、

　
　
之
ヲ
下
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
喚
止
メ
ル
、
或
ハ
高
過
ギ
ル
ヵ
ラ
之
ヲ
下
ゲ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
所
作
ヲ
取
ル
方
法
ハ
殆
ド
無
イ
ノ
デ
ァ
リ
マ

　
　
ス
．
…
：
シ
テ
見
レ
バ
常
二
此
貿
易
及
ピ
貿
易
以
外
ノ
海
外
ト
ノ
取
引
上
二
於
テ
、
成
ベ
ク
均
衡
ヲ
保
ツ
ヤ
ウ
ニ
注
意
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

　
　
ヌ
、
若
シ
貿
易
上
二
於
テ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
輸
出
ヨ
リ
モ
輸
入
ガ
超
過
ス
ル
、
而
ツ
テ
其
勢
ガ
中
中
已
マ
ナ
イ
、
或
ハ
今
足
リ
ナ
イ
所
ノ
我

　
　
金
貨
マ
デ
モ
持
出
シ
テ
決
済
ヲ
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
カ
、
或
ハ
又
非
常
ナ
高
利
ナ
外
債
デ
モ
更
二
借
リ
テ
、
決
済
デ
モ
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ

　
　
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
破
目
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
何
ト
シ
テ
モ
是
ハ
防
ガ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
其
場
合
二
於
テ
ハ
今
日
迄
ハ
為
替
管
理
法

　
　
二
依
ツ
テ
多
少
貿
易
ノ
制
限
モ
出
来
ル
コ
ト
ニ
ナ
ヅ
テ
居
ル
ガ
、
尚
ホ
ソ
レ
デ
ハ
十
分
デ
ナ
ィ
カ
ラ
シ
テ
、
外
国
ノ
変
化
二
応
ズ
ル
為
二
、

　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
（
六
六
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
（
六
七
〇
）

適
当
ナ
処
置
ヲ
取
ル
為
二
、
今
日
此
法
ヲ
立
テ
・
今
考
究
ヲ
致
シ
テ
居
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
」

　
「
将
来
国
際
問
ノ
関
係
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
、
今
目
ノ
儘
デ
サ
ウ
永
続
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
ソ
レ
故
二
何
時
カ
経
済
ノ
常
道
二
復
帰
シ

マ
セ
ウ
、
即
チ
其
時
ハ
先
刻
モ
申
ス
通
リ
為
替
相
場
モ
安
定
シ
、
世
界
共
通
ノ
通
貨
ト
云
フ
モ
ノ
モ
、
金
ト
カ
或
ハ
銀
ト
カ
或
ハ
金
銀
両

本
位
ト
カ
云
フ
コ
ト
ニ
徒
ツ
テ
来
マ
セ
ウ
、
サ
ウ
云
フ
場
合
二
於
テ
、
何
時
デ
モ
目
本
ハ
ソ
レ
ニ
御
付
合
ス
ル
用
意
ガ
ア
ル
ト
云
フ
立
場

二
、
常
二
立
ツ
テ
居
リ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
（
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
一
五
巻
、
六
五
三
～
四
頁
、
六
六
〇
頁
）
。

三
　
目
銀
金
買
入
法
の
機
能
と
限
界

結
び
に
か
え
て

　
一
九
三
四
年
四
月
六
日
の
目
銀
金
買
入
法
制
定
後
、
三
七
年
八
月
一
〇
日
に
金
準
備
評
価
法
制
定
、
金
資
金
特
別
会
計
の
設
置
に

よ
っ
て
同
法
が
廃
止
さ
れ
る
迄
に
、
第
８
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
総
計
一
〇
万
八
二
五
七
陸
、
三
億
五
九
一
二
万
円
の
金
が
買
入
れ

額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
金
買
入
を
実
行
す
る
た
め
に
、
差
額
補
填
政
府
債
務
隈
度
額

飢
　
　
　
　
　
。
　
は
、
三
五
年
三
月
二
吾
に
は
法
制
定
時
の
一
億
円
か
ら
二
億
円
に
・
三
七
年
三
旦
一
一

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
一
日
に
は
二
億
円
か
ら
四
億
円
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ
の
問
三
七
年
三
月
に
至
る
迄
、
金

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
纂

欺
　
　
　
蹴
の
海
外
現
送
は
ま
つ
た
く
行
な
わ
れ
ず
日
銀
金
買
入
法
は
「
金
の
国
内
保
有
一
「
正
貨

飢
　
　
　
　
　
第
汀
充
実
一
と
い
昌
的
を
一
応
は
達
成
し
た
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
し
、
問
題
は
い
か
な

聡
　
　
　
鵜
郎
ギ
雛
紅
ボ
り
れ
帥
讐
紬
れ
篶
ゼ
ジ

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賦

剃
　
　
　
　
、
順
っ
書
、
三
二
－
三
三
年
の
外
貨
資
金
の
増
大
一
前
掲
第
２
零
第
６
表
参
照
一
が
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
年
四
月
の
目
銀
金
買
入
法
の
制
定
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
り
、
同
様
に
三
四
年
以
降
の

格
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０
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０
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日
銀
金
買
入
の
進
行
も
他
方
に
お
げ
る
こ
の
外
貨
資
金
の
蕩
尽
と
の
バ
ラ
ソ
ス
の
う
え
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
・
目
銀
金
買
入
法
に
基
く
「
金
の
国
内
保
有
」
量
そ
の
も
の
が
外
貨
資
金
、
外
貨
買
持
の
量
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
。

　
と
い
う
の
は
・
第
三
国
貿
易
入
超
が
続
く
限
り
外
貨
資
金
の
消
費
は
結
局
発
現
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
さ
ら
に
ブ
ロ
ツ
ク
化
が
世

界
的
に
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
双
務
的
あ
る
い
は
ブ
ロ
ツ
ク
内
貿
易
が
主
軸
と
な
り
、
同
時
に
資
本
移
動
が
制
約
さ
れ
て
い
く
以

上
・
外
為
銀
行
の
外
貨
吸
収
力
は
弱
ま
ら
ざ
る
を
え
た
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
我
国
の
外
為
銀
行
が
、
短
資
吸
収
を
軸
と
し

て
外
貨
資
金
の
吸
収
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
事
態
は
外
貨
資
金
吸
収
力
を
極
め
て
脆
弱
な
も
の
た
ら
し
め
、
上
述
の
条
件
に
規
定
さ

れ
て
貿
易
構
造
の
面
か
ら
或
い
は
短
資
移
動
構
造
の
変
化
等
の
資
金
移
動
の
面
か
ら
何
ら
か
の
イ
ソ
バ
ク
ト
が
生
ず
れ
ば
外
貨
資
金

は
一
挙
に
減
少
す
る
可
能
性
す
ら
持
っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
四
年
以
降
の
外
貨
資
金
の
減
少
は
か
か
る
条
件
の
発
現

を
示
す
も
の
で
あ
り
・
外
為
銀
行
に
お
け
る
三
二
－
三
年
に
増
大
し
た
外
貨
資
金
が
使
い
尽
く
さ
れ
る
三
七
年
に
「
金
の
国
内
保
有
」

が
放
棄
さ
れ
、
金
現
送
が
再
開
さ
れ
た
の
は
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
産
金
時
価
買
上
、
日
銀
金
買
入
法
制
定
と
進
む
我
国
の
金
政
策
は
、
国
内
的
に
は
価
格
標
準
の
人
為
的
切
下
げ
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ

政
策
展
開
の
条
件
を
つ
く
り
出
し
た
が
、
そ
う
し
た
政
策
の
展
開
そ
の
も
の
が
我
国
に
お
い
て
は
一
国
的
、
独
立
的
に
可
能
だ
っ
た

訳
で
注
く
、
以
上
の
如
き
金
・
外
貨
資
金
の
存
在
量
量
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
世
界
経
済
が
「
常
道
一
復
帰
一
し
た
と
き

に
・
　
「
自
ラ
指
導
者
ト
ナ
ツ
テ
之
ヲ
導
ク
位
置
ニ
ハ
…
・
：
マ
ダ
立
ツ
テ
居
ラ
ヌ
」
そ
し
て
自
力
で
は
「
為
替
ヲ
ド
ウ
ス
ル
コ
ト
モ
出

来
ナ
ｃ
日
本
が
脱
落
者
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
位
置
付
げ
を
も
つ
て
開
始
さ
れ
た
「
金
の
胃
保
有
一
「
正
貨
充
実
一
は
、

世
界
経
済
の
統
一
性
が
回
復
さ
れ
な
い
以
上
「
金
現
送
の
再
開
」
に
帰
結
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
三
七
年
三
月
か
ら
の

　
　
　
　
日
本
銀
行
金
買
入
法
小
論
（
伊
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
（
六
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
六
七
二
）

金
現
送
再
開
、
三
七
年
八
月
の
金
準
備
評
価
法
制
定
、
金
資
金
特
別
会
計
の
設
置
は
そ
の
裏
現
に
他
奮
な
か
一
（
が
）
・
そ
し
て
か

か
る
限
界
の
「
解
決
」
を
め
ざ
し
円
ブ
ロ
ツ
ク
の
暴
力
的
拡
大
が
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
軍
需
重
化
学
工

業
原
料
需
要
の
増
大
、
植
氏
地
投
資
の
増
大
に
よ
。
り
、
逆
に
ま
す
ま
す
外
貨
資
金
不
足
を
深
刻
化
し
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
激
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
点
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
本
稿
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
欄
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
（
１
）
第
六
五
帝
国
議
会
に
お
け
る
蔵
相
高
橋
是
清
の
発
言
（
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
一
五
巻
、
六
五
三
、
六
六
九
頁
）
。

　
　
（
２
）
　
金
準
傭
評
価
法
、
金
資
金
特
別
会
計
、
外
国
為
替
基
金
設
置
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
朗
「
目
中
戦
争
期
の
外
貨
決
済
」
Ｃ
Ｄ
～
ゆ

　
　
　
　
（
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
三
八
巻
一
号
～
三
号
、
一
九
七
二
年
）
、
同
「
目
中
戦
争
期
の
外
国
為
替
基
金
制
度
」
　
（
高
橋
幸
八
郎
外

　
　
　
　
編
『
市
民
杜
会
の
経
済
構
造
』
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。


